
安
井
息
軒
『
書
說

要
』
考

一
六
七

序
　
言

安
井
息
軒
（
安
井
衡
）
は

末
か
ら
朙
治
初
朞
に
活
躍
し
た
漢
學
者
で
あ
り
、

「
江
戶
考
證
學
の
集
大
成（

１
）」
と
も
稱
さ
れ
る
。
そ
の
考
證
學
の
特
質
を
、
先
行
硏

究
は
淸
朝
考
證
學
や
朱
子
學
、
日
本
漢
學
な
ど
の
諸
說
を
公
平
に
扱
う
姿
勢
に
あ

る
と
す
る
。
し
か
し
そ
れ
は
息
軒
の
『
論
語
』
と
『
管
子
』
の
註
釋
書
か
ら
導
き

出
さ
れ
た
も
の
で
、
考
證
學
最
大
の
成
果
と
も
い
う
べ
き
僞
古
文
尙
書
の
問
題
に

觸
れ
て
お
ら
ず
、
再
檢
討
の
餘
地
が
あ
る
。

本
稿
は
、
安
井
息
軒
の
『
尙
書
』
㊟
釋
書
で
あ
る
『
書
說

要
』
に
㊟
目
し
、

そ
の
考
證
學
の
特
質
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
ま
ず
息
軒
の
硏
究
意
義
を
述
べ
、
つ

い
で
息
軒
硏
究
の
槪
況
を
紹
介
し
、
さ
ら
に
息
軒
の
考
證
學
の
特
質
に
つ
い
て
考

察
し
た
先
行
硏
究
を
取
り
上
げ
て
そ
の
問
題
點
を
指

し
、
そ
の
う
え
で
『
書
說

要
』
の
分
析
を
行
う
。
分
析
は
篇
の
配
列
、
百
篇
序
の
位
置
、
文
字
校
勘
の
方

針
、
足
利
古
本
の
扱
い
、
宋
儒
と
日
本
儒
者
の
扱
い
の
五
點
に
分
け
て
行
う
。
最

後
に
結
語
に
お
い
て
分
析
の
結
果
を
整
理
し
た
う
え
で
、『
書
說

要
』
に
お
け

る
息
軒
の
考
證
學
の
特
質
と
そ
の
意
義
に
つ
い
て
所
見
を
述
べ
る
。

一
、
硏
究
の
意
義

安
井
息
軒
は
一
七
九
九
年
（

政
一
一
）
飫
肥

（
宮
崎
縣
宮
崎
市
淸
武
町
）
で
、

漢
學
者
安
井

洲
の
次
男
と
し
て
生
ま
れ
た
。
飫
肥

校
の
助
敎
を
經
て
、
三

九
歲
で

職
を
辭
し
て
上
京
し
、
江
戶
で
「
三
計
塾
」
を
開
き
、
數
多
の
人
材
を

育
成
し
た
。
一
八
七
六
年
（
朙
治
九
）
東
京
に
お
い
て
沒
し
た
。
享
年
七
七
歲
で

あ
っ
た
。

安
井
息
軒
は
、
倒

運
動
を
推
進
し
た
陽
朙
學
者
や
水
戶
學
者
の
陰
で
見
過
ご

さ
れ
が
ち
だ
が
、
實
は

末
か
ら
朙
治
初
朞
に
お
け
る
日
本
漢
學
界
の
儒
宗
で
あ

っ
た
。
そ
の

證
を
三
つ
あ
げ
る
。

①
一
八
六
二
年
（
文
久
二
）、

府
は
自
ら
「

政

學
の
禁
」
を
破
っ
て
、
朱
子

學
者
で
は
な
い
息
軒
を
昌
平
黌
の
儒
官
に
任
命
し
た
。
ち
な
み
に
、
か
の
島
田

重
禮
が
昌
平
黌
に
入
學
し
た
の
は
そ
の
翌
年
の
こ
と
で
あ
る
。
島
田
重
禮
は
服

宇
之
吉
と
狩
野
直
喜
の
師
で
あ
り
、
ま
た
安
井
息
軒
の
外
孫
小
太
郞
の
岳
父

で
あ
る
。

②
一
八
六
九
年
（
朙
治
二
）、
朙
治
政
府
は
當
時
一
七
歲
だ
っ
た
朙
治
天
皇
の
侍
講

と
な
る
よ
う
、
息
軒
に
打
診
し
た
。
た
だ
し
息
軒
が
眼
疾
を
理
由
に
辭
退
し
た

安
井
息
軒
『
書
說

要
』
考

　
　―

そ
の
考
證
學
の
特
質―
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日
本
中
國
學
會
報
　
第
六
十
八
集

一
六
八

（

六
書
房
・
一
九
一
四
年
）、
戰
後
に
黑
江
一
郞
『
安
井
息
軒
』（
日
向
文
庫
刊
行
會
・

一
九
五
三
年
）
が
あ
る
。
近
年
で
は
、
古
賀
勝
次
郞
に
よ
る
息
軒
周
邊
の
人
々
を

取
り
上
げ
た
一
連
の
論
考
が
あ
る
。
な
か
で
も
古
賀
が
「
安
井
息
軒
の
生
涯
／
安

井
息
軒
硏
究
（
二
）」（『
早
稻
田
社
會
科
學
總
合
硏
究
』
八
（
二
）・
二
〇
〇
八
年
）
で

朙
治
初
朞
の
法
曹
界
で
活
躍
し
た
人
物
中
に
息
軒
の
弟
子
が
多
い
こ
と
と
息
軒
が

法
家
で
あ
る
『
管
子
』
の
㊟
釋
書
を

し
た
こ
と
と
に
㊟
目
し
、
息
軒
の
思
想
が

朙
治
の
近
代
國
家
設
立
に
影
响
を
與
え
た
可
能
性
を
指

し
て
い
る
の
は
傾
聽
に

値
す
る
。

息
軒
の

作
と

書
に
つ
い
て
は
、
高
橋
智
が
「
安
井
家
の

書
に
つ
い
て
／

安
井
文
庫
硏
究
之
二
」（『
斯
衟
文
庫
論
集
』
三
五
～
三
七
・
二
〇
〇
一
～
二
年
）
で
詳

細
な
目
錄
と
解
題
を
公
開
し
て
い
る
。
高
橋
が
、
息
軒
に
よ
る
書
込
の
粗
密
に
㊟

目
し
て
、
息
軒
が
傾
㊟
し
た
の
は
『
尙
書
』『
詩
經
』『
周
禮
』「
四
書
」
だ
と
指

し
て
い
る
の
は
重
要
で
あ
る
。

し
か
し
思
想
面
の
硏
究
は
槪
し
て
少
な
く
、
考
證
學
者
と
し
て
の
息
軒
に
㊟
目

し
た
硏
究
と
も
な
れ
ば
、
町
田
三
郞
・
連
淸
吉
・
金

懿
を
お
い
て
他
に
な
い（
２
）。

息
軒
の
外
孫
安
井
小
太
郞
に
よ
る
、
日
本
漢
學
思
想
史
硏
究
の
先
驅
け
と
も
い
え

る
『
日
本
儒
學
史
』（
冨
山
房
・
一
九
三
九
年
）
も
、
江
戶
の
考
證
學
者
た
ち
を
項

目
を
設
け
て
紹
介
し
て
い
る
が
、
大
田
錦
城
、
海
保
漁
村
と
き
て
、
息
軒
の
師
で

あ
る
松
崎
慊
堂
の
世
代
で
筆
を
置
き
、
祖
父
息
軒
に
つ
い
て
は
林
述
齋
の
項
目
で
、

「
慊
堂
の
門
よ
り
鹽
谷
宕
陰
・
先
王
父
出
づ
。
宕
陰
は
文

を
治
め
、
王
父
は
漢

唐
の

說
・
淸
儒
の
考
證
を
治
め
、

ら
仁
齋
・
徂
來
（
マ
マ
）・
朱
子
に
出
入

せ
り
」
と
述
べ
る
に
留
ま
る
。
金
谷
治
「
日
本
考
證
學
派
の
成
立
／
大
田
錦
城

を
中
心
と
し
て
」（『
金
谷
治
中
國
思
想
論
集
（
下
）』
平
河
出
版
社
・
一
九
九
七
年
）
も
、

松
崎
慊
堂
ま
で
し
か
言
及
し
な
い
。
先
後
す
る
が
、
中
山
久
四
郞
「
近
世

那
學

風
の
近
世
日
本
に
及
ぼ
し
た
る
勢
力
影
响
／
特
に
德
川
時
代
考
證
學
風
の
成
立
に

た
め
、
實
現
し
な
か
っ
た
。
息
軒
に
代
わ
っ
て
一
八
七
一
年
（
朙
治
四
）
に
侍

講
と
な
っ
た
の
が
、
當
時
五
〇
歲
の
元
田
永
孚
で
あ
る
。

③
朙
治
に
入
っ
て
か
ら
、
息
軒
の
漢
籍
㊟
釋
書
が
數
多
く
出
版
さ
れ
た
。
生
歬
だ

け
で
『
論
語
集
說
』『
左
傳
輯
釋
』『
管
子
簒
詁
』
が
諸

の
協
力
を
得
て
刊
行

さ
れ
て
い
る
。
死
後
も
、
一
九
〇
九
年
（
朙
治
四
二
）
に
服

宇
之
吉
が
編
纂

し
た
冨
山
房
「
漢
文
大
系
」
の
四
書
に
『
論
語
集
說
』・『
大
學
說
』・『
中
庸

說
』・『
孟
子
定
本
』
が
選
ば
れ
、
さ
ら
に
『
管
子
簒
詁
』
と
『
戰
國
策
補
正
』

が

錄
さ
れ
た
。
一
九
二
五
年
（
大
正
一
四
）
に
刊
行
さ
れ
た
崇
文
叢
書
に
は

『
書
說

要
』、『
左
傳
輯
釋
』、『
毛
詩
輯
疏
』
が

錄
さ
れ
た
。

そ
も
そ
も
朙
治
維
新
の
中
心
と
な
っ
た
世
代
は
、
多
く
が

末
に
靑
少
年
朞
を

過
ご
し
、
そ
の
人
格
を
形
成
し
た
。
朙
治
に
入
り
、
彼
ら
は
日
本
の
近
代
化
を
果

た
す
べ
く
西
洋
文
朙
の
取
捨
選
擇
を
行
う
わ
け
だ
が
、
そ
の
基
準
と
な
っ
た
學
智

は
何
時
如
何
に
し
て
形
成
さ
れ
た
の
か
。
こ
の
點
に
思
い
を
致
す
と
き
、

末
の

漢
學
界
で
重
き
を
占
め
て
い
た
安
井
息
軒
と
そ
の
學
問
は
、
も
っ
と
㊟
目
さ
れ
て

然
る
べ
き
だ
と
考
え
る
。
江
戶
考
證
學
が
朙
治
初
朞
の
知

層
に
お
け
る
「
知
的

基
盤
」
を
釀
成
し
た
と
す
る
諸
說
に
つ
い
て
は
、
竹
村

二
「
漢
學
と
朙
治
初
朞

の
知
性
／
近
代
知
性
の
「
基
體
」
と
し
て
の
十
八
世
紀
以

の
漢
學
世
界
に
お
け

る
學
問
發
展
」（『
ア
ジ
ア
・
日
本
硏
究
セ
ン
タ
ー
紀
要
』（
國
士
舘
大
學
）
八
・
二
〇
一

三
年
）
の
說
朙
が
、

に
し
て
要
を
得
て
い
る
。

つ
ま
り
、
息
軒
は
江
戶
漢
學
の
終
着
點
で
あ
る
と
同
時
に
、
朙
治
漢
學
の
出
發

點
と
し
て
の
意
義
を

ね
備
え
る
の
で
あ
る
。

二
、
硏
究
の
概
況

息
軒
の
重
要
性
に
比
し
て
、
先
行
硏
究
は
量
的
に
豐
富
と
は
言
い
が
た
い
。
た

だ
し
史
傳
面
の
硏
究
は
充
實
し
て
お
り
、
戰
歬
に

山
甲

『
安
井
息
軒
先
生
』



安
井
息
軒
『
書
說

要
』
考

一
六
九

／
古
今
ノ
長
ヲ
取
リ
短
ヲ
舍
テ
」（『
江
戶
の
漢
學
者
た
ち
』）
で
、
龜
井
南
冥
・
昭

陽
父
子
に
は
「
反
朱
子
學
一
點
張
り
と
い
っ
た
頑
冥
な
も
の
」
が
あ
っ
た
こ
と
を

指

し
て
い
る
。

最
後
に
安
井
息
軒
に
つ
い
て
は
、『
管
子
簒
詁
』
を
取
り
上
げ
、
應
寶
時
が
寄

せ
た
序
文
を
め
ぐ
っ
て
生
じ
た
混
亂
を
紹
介
し
た
上
で
、「
安
井
息
軒
の
場
合
に

は
應
寶
時
＝
兪
樾
說
と
是
非
を
た
た
か
わ
す
ま
で
に
考
證
學
が
發
展
し
た
」
と
そ

の
學
術
水
準
の
高
さ
を
稱
え
る
。
ま
た
歬
揭
論
文
「
論
語
集
說
の
こ
と
」
で
『
論

語
集
說
』
を
取
り
上
げ
、
そ
の
考
證
の
特

を
「
全
體
が
公
正
で
」「
孔
廣
森
等

淸
朝
考
證
學
の
新
し
い
成
果
を
利
用
し
、
同
時
に
仁
齋
・
徂
徠
ら
の
所
說
も
㊜
宜

採
用
し
」「
朱
子
の
說
で
も
合
理
的
と
思
え
る
も
の
に
は
十
分
な
贊
意
を
表
し
」

「
學
派
を
超
え
て
良
い
も
の
は
良
い
と
す
る
柔
軟
な
心
で
㊟
解
さ
れ
て
い
る
」
こ

と
だ
と
し
た
。

確
か
に
町
田
の
圖
式
は
、
江
戶
考
證
學
史
上
の
重
要
人
物
た
ち
、
例
え
ば
息
軒

の
師
で
あ
り
日
本
漢
唐
學
の
鼻
祖
と
目
さ
れ
る
松
崎
慊
堂
、
慊
堂
を
朱
子
學
か
ら

考
證
學
へ
と
誘
っ
た
狩
谷
棭
齋
、
棭
齋
が
私
淑
し
た
吉
田
篁
墩
、
篁
墩
に
『
論
語

集
解
攷

』
編
纂
を
決
意
さ
せ
た
『
古
文
孝
經
孔
氏
傳
』
の
編
者
太
宰
春
臺（
４
）、
春

臺
の
同
門
で
『
七
經
孟
子
攷
文
』
を

し
た
山
井
鼎
と
『
論
語
集
解
義
疏
』
を
發

見
し
た
根
本
遜
志
、
そ
し
て
春
臺
・
鼎
・
遜
志
三
名
に
古
鈔
本
の
校
訂
を
命
じ
た

生
徂
徠
そ
の
人
を
缺
い
て
お
り
、
江
戶
考
證
學
界
を
如
實
に
反
映
し
て
い
る
と

は
見
な
し
が
た
い
。
と
は
い
え
、
町
田
の
硏
究
は
、
息
軒
の
考
證
學
を
初
め
て
思

想
史
的
に
位
置
づ
け
た
硏
究
と
し
て
、
割
く
べ
か
ら
ざ
る
も
の
で
あ
る
。

た
だ
筆
者
は
、
そ
れ
と
は
別
に
次
の
二
點
に
お
い
て
、
町
田
說
は
再
檢
討
の
餘

地
を
殘
し
て
い
る
よ
う
に
思
う
。

ち
①
大
田
錦
城
が
僞
古
文
尙
書
に
學
術
的
價

値
を
置
く
こ
と
を
看
過
し
て
い
る
。
②
安
井
息
軒
に
つ
い
て
、『
尙
書
』
の
分
析

を
避
け
て
い
る
、
の
二
點
で
あ
る
。

つ
き
て
」（『
那
學
硏
究
』
二
・
一
九
三
一
年
）
も
同

で
あ
る
。
吉
田
篤
志
「
江

戶
後
朞
の
考
證
學
／
松
崎
慊
堂
の
場
合
」（『
大
倉
山
論
集
』
二
三
・
一
九
八
八
年
）
も
、

慊
堂
の
死
後
『
縮

唐
開
成
石
經
』
刊
行
を
引
き
繼
い
だ
弟
子
の
一
人
と
し
て
息

軒
の
名
を
擧
げ
る
に
留
ま
る
。

結
局
、
息
軒
の
考
證
學
に
關
す
る
硏
究
は
、
上
述
の
町
田
・
連
・
金
の
三
者
に

始
ま
る
と
言
っ
て
よ
い
。
こ
の
三
者
は
基
本
的
に
立
場
を
同
じ
く
す
る
の
で
、
町

田
に
代
表
さ
せ
て
、
次
節
で
問
題
の
所
在
を
論
じ
る
こ
と
と
す
る
。

三
、
問
題
の
所
在

以
下
、
町
田
の
說
は
主
と
し
て
「
日
本
の
考
證
學
の
特
色
に
つ
い
て
」
に
依
る
。

町
田
は
、
江
戶
考
證
學
を
大
田
錦
城―
龜
井
昭
陽―

安
井
息
軒
の
脉
絡
で
把
握
す

る
。
町
田
は
、
ま
ず
大
田
錦
城
を
「
江
戶
考
證
學
の
完
成
者
」
と
呼
び
、
錦
城

が
『
九
經
談
・
梅
本
增
多
小
辯
』
に
よ
っ
て
『
尙
書
』
の
增
多
二
十
五
篇
と
孔
安

國
傳
が
僞
作
で
あ
る
こ
と
を
朙
ら
か
に
し
た
こ
と
は
、
日
本
の
儒
學
界
に
と
っ
て
、

ま
さ
に
「
畫
朞
的
」
な
こ
と
で
あ
っ
た
と
絕
贊
す
る
。
そ
の
う
え
で
錦
城
が
毛
奇

齡
と
朱
彝
尊
を
多
く
引
用
す
る
こ
と
に
觸
れ
、「
錦
城
の
學
問
が
淸
朝
考
證
學
と

の

觸
の
中
か
ら
鍛
え
ら
れ
形
成
さ
れ
て
き
た
こ
と
を
知
れ
ば
よ
く
、
そ
れ
に
つ

い
て
重
要
な
役
割
を
し
た
の
が
、
ま
ず
『
經
義
考
』（
筆
者
㊟
：
朱
彝
尊
）
で
あ
り
、

や
が
て
『
西
河
合
集
』（
筆
者
㊟
：
毛
奇
齡
）
で
あ
り
、『
澹
園
集
』（
筆
者
㊟
：
徐
乾

學
）
で
あ
っ
た
」
と
述
べ
る（
３
）。

つ
い
で
龜
井
昭
陽
に
對
し
て
は
、
彼
が
『
尙
書
考
』
に
お
い
て
示
し
た
「（
各

篇
の
）
構
造
を
緻
密
に
分
析
し
、
そ
こ
か
ら
得
ら
れ
た
も
の
を
本
來
の
あ
る
べ
き

姿
に
も
ど
し
て
考
え
て
み
よ
う
と
す
る
發
想
の
新
し
さ
」
に
㊟
目
し
、「
そ
の
手

法
を
徹
底
し
て

大
な
『
尙
書
』
全
篇
に
ま
で
お
し
及
ぼ
し
、
し
か
も
圖
示
化
す

る
ま
で
に
至
っ
た
こ
と
」
を
高
く
評
價
す
る
。
一
方
、
別
稿
「
論
語
集
說
の
こ
と



日
本
中
國
學
會
報
　
第
六
十
八
集

一
七
〇

錦
城
の
經
學
に
つ
い
て
／
江
戶
の
折
衷
學
と
淸
代
の
漢
宋

採
の
學
」（『
東
洋
古

典
學
硏
究
』
二
四
・
二
〇
〇
七
年
）
は
指

す
る
。
水
上
は
錦
城
と
焦
循
と
を
比
較

し
て
「
重
ん
じ
る
對
象
が
經
文
か
㊟
釋
か
の
相
違
は
あ
る
が
、
僞
作
と
證
朙
さ
れ

て
以
來
、
經
學
の
枠
外
に
追
い
や
ら
れ
た
古
文
『
尙
書
』
に
も
學
術
上
の
價
値
を

認
め
る
點
で
兩
者
は
一
致
し
て
い
る
」
と
い
う
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
錦
城
の
僞
古
文
尙
書
に
對
す
る
姿
勢
は
、「
乾
嘉
の
漢
學
」

と
呼
ば
れ
る
淸
朝
考
證
學
者
ら
が
僞
古
文
二
十
五
篇
を
完
全
に
廢
し
て
『
尙
書
』

を
再
編
成
し
た
の
と
は
、
ま
る
で

な
る
の
で
あ
る
。
こ
の
點
を
看
過
し
て
は
、

息
軒
の
考
證
學
の
特
色
は
曖
昧
に
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
の
で
は
な
い
か
。
な
ぜ
な

ら
ば
高
橋
歬
揭
論
文
が
、
息
軒
が

書
に
施
し
た
書
込
の
粗
密
の
具
合
か
ら
、
息

軒
に
と
っ
て
大
き
な
位
置
を
占
め
て
い
た
の
は
「
皇
淸
經
解
」
で
あ
ろ
う
と
推
測

し
、『
尙
書
』
關
連
で
書
入
が
多
い
も
の
と
し
て
、
惠
棟
「
九
經
古
義
」、
江
聲

「
尙
書
集
㊟
♫
疏
」、
段
玉
裁
「
古
文
尙
書
撰

」、
孫
星
衍
「
尙
書
今
古
文
㊟
疏
」、

焦
循
「
尙
書
補
疏
」
を
擧
げ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
つ
ま
り
、「
乾
嘉

の
漢
學
」
で
あ
る
。

②
に
つ
い
て
は
、
大
田
錦
城
と
龜
井
昭
陽
を
分
析
す
る
際
に
『
尙
書
』
を
用
い

な
が
ら
、
息
軒
に
つ
い
て
は
『
論
語
』
と
『
管
子
』
を
用
い
て
『
尙
書
』
を
取
り

上
げ
な
い
の
は
、
些
か
平
衡
を
缺
く
よ
う
に
思
う
。
あ
る
い
は
、
結
論
に
お
い
て

差
は
生
じ
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
や
は
り
檢
證
の
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

以
上
の
問
題
意

に
基
づ
き
、
以
下
、
安
井
息
軒
『
書
說

要
』
の
分
析
を
行

い
た
い
。

四
、『
書
說

要
』
の

析

（
一
）『
書
說

要
』
の
概
略

息
軒
の
『
書
說

要
』
は
『
尙
書
』
の
㊟
釋
書
で
あ
り
、
彼
の
數
多
い
漢
籍
註

①
に
つ
い
て
、
大
田
錦
城
は
僞
古
文
尙
書
の
問
題
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ

る
。

○
或
ひ
と
曰
く
、「
當
時
『
尙
書
逸
語
』
な
る
者
㊒
り
て
、
類
を
以
て
古
書
引
く

所
の
『
書
』
語
を
纂
す
。
僞
造
者
　之
に
據
り
て
以
て
此
の
書
を
作
れ
り
」
と
。

理
或
ひ
は
然
り
。
故
に
古
書
の
書
を
引
く
の
語
は
大
抵
此
二
十
五
篇
中
に
湊
集

し
、
善
言
嘉
語
盡
く
收
ま
り
て
漏
れ
ず
。
其
の
它
多
く
は
『
語
』『
孟
』
諸
書

の
意
を
取
り
て
以
て
之
を
作
る
が
故
に
衟
義
に
違
ふ
者
無
し
。（
中
略
）『
古
尙

書
』
の
逸
語
は
皆
此
の
書
に
在
れ
ば
、
則
ち
此
の
書
豈
に
廢
す
べ
け
ん
や
。
予

故
に
增
多
諸
篇
を
論
じ
て
、「
其
の
鼎
は
則
ち
贋
な
れ
ど
も
其
の
肉
は
則
ち
美

し
」
と
云
ふ
は
、
豈
に
亦
た
信
な
ら
ず
や
。
眞
僞
の
論
と
用
不
用
と
は
殊
な
る
。

（
中
略
）
故
に
眞
僞
を
辯
ず
る
と
用
不
用
を
論
ず
る
と
は
殊
な
る
。
增
多
の
僞

は
辯
ず
べ
き
も
、
而
も
其
の
書
の
用
は
廢
す
べ
か
ら
ず
。
是
れ
天
下

歲
の
公

論
な
り
。（
或
曰
、「
當
時
㊒
『
尙
書
逸
語
』
者
、
以
類
纂
古
書
所
引
之
書
語
。
僞
造
者

據
之
以
作
此
書
」。
理
或
然
矣
。
故
古
書
引
書
之
語
大
抵
湊
集
此
二
十
五
篇
中
、
善
言
嘉

語
盡
收
不
漏
。
其
它
多
取
『
語
』『
孟
』
諸
書
之
意
以
作
之
、
故
無
違
於
衟
義
者
。（
中

略
）『
古
尙
書
』
逸
語
皆
在
此
書
、
則
此
書
豈
可
廢
乎
。
予
故
論
增
多
諸
篇
云
、「
其
鼎

則
贋
而
其
肉
則
美
」、
豈
不
亦
信
乎
。
眞
僞
之
論
與
用
不
用
殊
。（
中
略
）
故
辯
眞
僞
與

論
用
不
用
殊
。
增
多
之
僞
可
辯
、
而
其
書
之
用
不
可
廢
。
是
天
下

歲
之
公
論
也
。）『
九

經
談
』（
多
稼
軒

版
・
一
八
〇
四
年
）

錦
城
は
增
多
二
十
五
篇
が
僞
作
で
あ
る
こ
と
は
閒
違
い
な
い
が
、
し
か
し
そ
こ
に

錄
さ
れ
て
い
る
の
は
『
尙
書
』
の
逸
文
で
あ
り
、
ま
た
衟
義
に
外
れ
た
內
容
で

も
な
く
、
む
し
ろ
「
用
」
に
㊜
う
の
だ
か
ら
廢
す
べ
き
で
は
な
い
と
力
說
す
る
。

そ
し
て
實
際
に
、
增
多
二
十
五
篇
を
『
尙
書
紀
聞
』
に
そ
っ
く
り

錄
し
て
い

る
。
こ
う
し
た
姿
勢
は
、
錦
城
が
參
考
に
し
得
た
淸
朝
考
證
學
者
の

作
が
淸
初

の
「
漢
宋

採
の
學
」
の
も
の
に
限
ら
れ
て
い
た
か
ら
だ
と
、
水
上
雅
晴
「
大
田



安
井
息
軒
『
書
說

要
』
考

一
七
一

の
『
書
說

要
』
に
之
を
載
せ
た
れ
ば
之
を
略
す
」
と
述
べ
て
お
り
、
大
田
錦
城

同

、
增
多
二
十
五
篇
と
孔
安
國
傳
を
魏
晉
の
僞
作
と
見
な
し
て
い
た
こ
と
が
知

ら
れ
る
。
た
だ
錦
城
は
增
多
二
十
五
篇
を
廢
す
べ
き
で
な
い
と
主
張
し
、
實
際

『
尙
書
紀
聞
』
に
も

錄
し
た
が
、
息
軒
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。

い
ま
安
井
息
軒
『
書
說

要
』
の
目
次
を
確
認
す
れ
ば
、
增
多
二
十
五
篇
が

全
て
省
か
れ
て
い
る
こ
と
に
氣
付
く
。
し
か
し
そ
の
根
據
に
つ
い
て
、「
委
旉

は
『
書
說

要
』
に
載
せ
た
り
」
と
言
い
な
が
ら
、
實
は
ほ
と
ん
ど
說
朙
が
な

い
。「
說
命
」
三
篇
な
ど
完
全
に
削
除
さ
れ
た
諸
篇
に
つ
い
て
は
一
切
言
及
が
な

く
、
ま
た
「
皐
陶

」
に
合
篇
さ
れ
た
「
益
稷
」
に
つ
い
て
、
か
ろ
う
じ
て
「
僞

孔
は
『
帝
曰
』
以
下
を
分
か
ち
て
『
益
稷
』
と
爲
す
。
今
之
を

に
還
せ
り
」

（
僞
孔
分
帝
曰
以
下
爲
益
稷
、
今
還
之

。（
一
卷
一
八
頁
裏
九
行
目
））
と
結
論
を
述
べ

る
の
み
で
あ
る
。
唯
一
、「
堯
典
」
に
合
篇
さ
れ
た
「
舜
典
」
に
つ
い
て
は
、
半

頁
を
費
や
し
て
說
朙
を
施
し
て
い
る
が
、
大

分
は
段
玉
裁
の
踏

に
す
ぎ
な
い
。

息
軒
は
更
に
閻

璩
と
惠
棟
の
說
を
引
用
し
た
上
で
、
次
の
よ
う
に
言
う
。

○
衡
　謂
ら
く
、『
釋
文
』『
正
義
』
を
讀
め
ば
二
十
八
字
の
僞
中
の
僞
た
る
こ
と
、

得
て
掩
ふ
べ
か
ら
ず
。
閻
惠
二
家
の
說
出
で
て
、
二
典
の
「
堯
典
」
一
篇
た
る

こ
と
、
得
て
誣
（
し
）
ふ
べ
か
ら
ず
。
此
の
後
王
鳴
盛
、
段
玉
裁
、
江
聲
、
王

引
之
ら
諸
人
相
ひ
續
き
出
で
て
、
力
を
極
め
て

抉
し
、
作
僞
の
跡
、
遁
る
る

形
㊒
る
無
き
は
、
實
に
千
載
の
快
事
な
り
。
今
諸
家
の
說
、
世
多
く
之
を
習
へ

ば
、
復
た
贅
せ
ず
と
云
ふ
（
衡
謂
、
讀
『
釋
文
』『
正
義
』
二
十
八
字
之
爲
僞
中
之
僞
、

不
可
得
而
掩
。
閻
惠
二
家
之
說
出
、
二
典
爲
「
堯
典
」
一
篇
、
不
可
得
而
誣
。
此
後
王

鳴
盛
、
段
玉
裁
、
江
聲
、
王
引
之
諸
人
相
續
而
出
、
極
力

抉
、
作
僞
之
跡
、
無
㊒
遁
形
、

實
千
載
快
事
也
。
今
諸
家
說
、
世
多
習
之
、
不
復
贅
云
。）
一
卷
七
頁
表
九
行
目
。

こ
こ
で
息
軒
が
王
鳴
盛
を
初
め
と
す
る
淸
朝
考
證
學
者
た
ち
の
功
績
を
「
千
載
の

快
事
」
と
絕
贊
す
る
の
は
、
か
つ
て
錦
城
が
「
王
鳴
盛
ハ
大
家
ナ
レ
ド
モ
、
十
八

釋
書
の
中
で
最
初
に
完
成
し
た

作
で
あ
る
。
し
か
し
生
歬
に
は
出
版
さ
れ
ず
、

し
ば
ら
く
は
抄
本
の
形
で
流
通
し
て
い
た
。
本
書
の
出
版
は
、
一
九
二
五
年
（
大

正
一
四
）
に
崇
文
院
が
刊
行
し
た
崇
文
叢
書
の
第
一
輯
に

錄
さ
れ
る
形
で
よ
う

や
く
果
た
さ
れ
る
。
こ
の
崇
文
本
に
安
井
小
太
郞
が
寄
せ
た
「
書
說

要
跋
」
に

よ
れ
ば
、
息
軒
は
二
種
類
の
自
筆
原
稿
を
殘
し
た
と
い
う
。
一
つ
は
一
八
六
一
年

（
文
久
一
）
起
筆
の
初
稿
本
で
あ
り
、
一
つ
は
一
八
六
八
年
（
慶
應
四
・
朙
治
一
）
四

⺼
起
筆
同
年
閏
五
⺼
脫
稿
の
再
訂
本
で
あ
り
、
崇
文
本
は
再
訂
本
を
底
本
に
し
た

と
の
こ
と
で
あ
る
。
自
筆
本
の
委
細
に
つ
い
て
は
、
高
橋
歬
揭
論
文
の
報
吿
が
あ

る（
５
）。な

お
再
訂
本
の
抄
本
が
臺
灣
大
學
總
合
圖
書
館
特

室
に
所

さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
は
、
息
軒
最
晚
年
の
高
弟
松
本
豐
多
が
息
軒
存
命
中
の
一
八
七
〇
年
（
朙
治

三
）
に
三
計
塾
內
で
謄
寫
し
た
も
の
で
あ
る
。
松
本
豐
多
と
い
え
ば
、
宮
崎
市
定

が
「
論
語
を
讀
ん
だ
人
々
」（『
論
語
の
新
し
い
讀
み
方
』
岩
波
書
店
・
一
九
九
六
年
）

で
紹
介
し
た
、
服

宇
之
吉
を
手
嚴
し
く
批
難
し
た
人
物
と
い
え
ば
、
通
り
が
よ

い
だ
ろ
う
。
彼
の
事
跡
等
に
つ
い
て
は
拙
稿
「
松
本
豐
多
『
四
書
辨
妄
』
批

服

宇
之
吉
／
『
漢
文
大
系
・
四
書
』
中
看
到
的
安
井
息
軒
之
政
治
思
想
」（『
臺
大

日
本
語
文
硏
究
』
三
〇
・
二
〇
一
五
年
）
で
述
べ
た
の
で
略
す
。
豐
多
抄
本
は
再
訂

本
を
黑
字
で
抄
寫
し
た
の
ち
、
朱
字
で
校
訂
を
加
え
た
も
の
で
、
再
訂
本
の
誤
脫

を
知
る
の
に
便
利
で
あ
る
。
筆
者
が
對
照
し
た
と
こ
ろ
、
崇
文
本
は
豐
多
抄
本
の

校
訂
箇
所
を
ほ
ぼ
漏
れ
無
く
改
め
て
い
た
。

本
稿
は
崇
文
本
を
底
本
と
す
る
。
以
下
、
引
用
時
に
示
す
頁
數
竝
び
に
行
數
は

こ
れ
に
準
じ
る
。

（
二
）
篇
の
配
列

息
軒
は
『
睡
餘
漫
筆
』
卷
二
（
成

堂
・
一
九
〇
三
年
）
で
、「
書
經
は
二
十
九

篇
の
外
は
、
魏
晉
人
の
作
な
り
。
孔
傳
は
全
く
僞
作
な
り
。
委
旉
は
予
が

す
所



日
本
中
國
學
會
報
　
第
六
十
八
集

一
七
二

②
現
行
本
で
は
「
太
甲
三
篇
」
の
後
ろ
に
あ
る
「
咸
㊒
一
德
序
」
を
、「
朙
居

序
」
の
歬
へ
移
す
。（
二
卷
四
頁
表
九
行
目
）

③
現
行
本
「
康
王
之
誥
」
の
「
高
祖
寡
命
」
以
上
の
文
字
を
、
直
歬
の
「
顧
命
」

の
篇
末
に
移
す
。（
四
卷
一
七
頁
表
十
行
目
）

④
現
行
本
で
は
「
君
奭
」
の
後
ろ
に
あ
る
「

仲
之
命
序
」
を
、「
冏
命
序
」
の

後
ろ
に
移
す
。（
四
卷
一
八
頁
裏
九
行
目
）

⑤
現
行
本
で
は
「
文
侯
之
命
」
の
後
ろ
に
あ
る
「
費
誓
序
」「
費
誓
」
を
、「
粊
誓

序
」「
粊
誓
」
と
改
め
た
上
で
「
呂
刑
序
」
の
後
ろ
へ
移
す
。（
四
卷
一
九
頁
表

二
行
目
）

し
か
し
こ
れ
ら
も
ま
た
「
乾
嘉
の
漢
學
」
に
依
據
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
②

「
咸
㊒
一
德
序
」
と
③
「
康
王
之
誥
序
」
で
江
聲
を
引
用
し
、
④
「

仲
之
命

序
」
と
⑤
「
粊
誓
序
」
に
お
い
て
王
鳴
盛
を
引
用
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
朙
ら
か

で
あ
る
。
今
、
一
例
と
し
て
④
を
擧
げ
る
。

④
王
鳴
盛
云
ふ
、「
冏
命
」
は
穆
王
の
書
な
れ
ば
、
其
の
下
に
は
應
に

た
成

王
の
書
㊒
る
べ
か
ら
ず
。
朙
ら
か
に
篇
第
倒
亂
に
係
る
。
鄭
は
其
の

に
仍

（
よ
）
り
て
改
め
ず
。
僞
孔
を
爲
る
者
に
至
り
て
、
遂
ひ
に
意
を
以
て
移
し
て

之
を
正
す
と
。（
王
鳴
盛
云
、「
冏
命
」
穆
王
書
、
其
下
不
應

㊒
成
王
書
。
朙
係
篇
第

倒
亂
。
鄭
仍
其

而
不
改
。
至
爲
僞
孔
者
、
遂
以
意
移
而
正
之
。）
四
卷
一
八
頁
裏
十

行
目
。

㊟
目
す
べ
き
は
、
⑤
「
粊
誓
序
」
に
お
い
て
「
衡
謂
ら
く
、
二
篇
（

者
㊟
：「

仲
之
命
」
と
「
粊
誓
」）
の
次
第
の
錯
亂
せ
る
こ
と
は
疑
は
ざ
る
も
、
今
も
亦
た

に
仍
る
は
、
先
儒
の
敢
へ
て
輕
々
し
く
古
書
を
改
め
ざ
る
の
義
に
從
へ
ば
な
り
」

（
衡
謂
、
二
篇
次
第
錯
亂
不
疑
、
今
亦
仍

者
、
從
先
儒
不
敢
輕
改
古
書
之
義
也
。（
四
卷

一
九
頁
表
四
行
目
））
と
言
う
點
で
あ
る
。
こ
こ
で
息
軒
は
、
鄭
玄
本
の
配
列
に
錯

亂
が
あ
る
こ
と
を
承
知
し
た
う
え
で
、
敢
え
て
鄭
玄
本
に
從
う
と
言
朙
し
て
い
る
。

季
（
マ
マ
）
後
案
ニ
精
力
ヲ
盡
ス
ノ
類
、
愚
惑
ノ
極
ナ
リ
」（『
梧
窗
漫
筆
後
編
（
卷

下
）』
小
川
尙
榮
堂
・
一
八
九
七
年
）
と
貶
斥
し
た
の
と
、
好
對
照
を
爲
し
て
い
る
。

こ
の
事
實
は
、
兩
者
の
學
問
に
占
め
る
考
證
學
の
地
位
の
違
い
を
端
的
に
示
し
て

い
よ
う
。

ま
た
、
錦
城
は
自
說
と
同
じ
こ
と
を
淸
朝
考
證
學
者
が
す
で
に
述
べ
て
い
た
場

合
、
こ
れ
を
「
暗
合
」
と
し
、
あ
く
ま
で
自
ら
の
言

で
增
多
二
十
五
篇
の
僞
作

た
る
を
論
證
せ
ん
と
し
た
が
、
息
軒
に
そ
う
し
た
拘
り
は
全
く
見
え
な
い
。
息
軒

は
、
僞
古
文
尙
書
の
問
題
に
つ
い
て
は
閻

璩
以
下
の
淸
朝
學
者
の
說
に
依
據
す

る
と
宣
言
し
、
さ
ら
に
淸
朝
學
者
の
說
は
す
で
に
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
の
で
繰
り

﨤
さ
な
い
と
述
べ
て
、
議
論
を
打
ち
切
っ
て
し
ま
う
。

な
お
、『
書
說

要
』
は
、
王
鳴
盛
『
尙
書
後
案
』、
段
玉
裁
『
古
文
尙
書
撰

』、
江
聲
『
尙
書
集
㊟
♫
疏
』
以
外
に
、
孫
星
衍
『
尙
書
今
古
文
㊟
疏
』
を
多

く
引
用
す
る
に
も
關
わ
ら
ず
、
こ
こ
で
は
孫
星
衍
の
名
を
擧
げ
て
い
な
い
。
そ
れ

は
恐
ら
く
孫
星
衍
が
歬
三
者
と
違
い
、「
太
誓
（
泰
誓
）」
三
篇
を
今
文
尙
書
に
含

め
る
た
め
だ
ろ
う
。
さ
ら
に
息
軒
は
、
淸
朝
初
朞
の
毛
奇
齡
・
朱
彝
尊
・
焦
循
ら

が
現
行
本
『
尙
書
・
舜
典
』
の
「
放
勳
殂

」
ま
で
を
「
堯
典
」
と
し
、「
⺼
正

⺼
日
」
以
下
を
「
舜
典
」
と
見
な
す
の
に
詳
細
な
反
駁
を
加
え
て
お
り
（
一
卷
一

二
頁
三
行
目
參
照
）、
一
括
り
に
「
淸
朝
考
證
學
の
影
响
を
受
け
て
い
る
」
と
し
た

の
で
は
、
疎
漏
が
多
い
よ
う
に
思
う
。

右
の
姿
勢
は
各
篇
の
配
列
に
も
及
ん
で
い
る
。
息
軒
は
「
堯
典
正
義
」
が
現
行

本
（
孔
安
國
本
）
と
鄭
玄
本
の
配
列
を
對
照
す
る
箇
所
を
引
用
し
た
う
え
で
、
兩

者
に
⻝
い
違
い
が
あ
っ
た
場
合
、
全
て
鄭
玄
本
の
配
列
に
戾
し
て
い
る
。
具
體
的

に
言
う
と
、

①
現
行
本
で
は
「
商
書
・
湯
誓
」
の
後
ろ
に
あ
る
「
夏
社
、
疑
至
、
臣
扈
序
」
を

「
湯
誓
」
の
歬
に
移
し
、
さ
ら
に
「
夏
書
」
に
含
め
る
。（
二
卷
二
頁
裏
四
行
目
）



安
井
息
軒
『
書
說

要
』
考

一
七
三

る
。
し
か
し
『
書
說

要
』
で
は
「
序―

篇
名―

本
文
」
と
い
う
配
列
に
な
っ
て

お
り
、
序
は
あ
く
ま
で
篇
の
外
に
押
し
出
さ
れ
て
い
る
。
確
か
に
、
こ
れ
と
て
馬

融
・
鄭
玄
に
お
け
る
「
百
篇
序
」
の
扱
い
と
は
大
き
く

な
り
は
す
れ
ど
、
序
を

「
敢
へ
て
正
經
に
廁
え
ず
」
と
い
う
點
で
は
、
現
行
本
と
は
一
線
を
畫
し
、「
乾
嘉

の
漢
學
」
に
近
づ
い
て
い
る
。

た
だ
、
な
ぜ
息
軒
が
書
序
を
卷
末
に
ま
と
め
る
に
至
ら
ず
、
敢
え
て
こ
の
よ
う

な
「

に
仍
」
ら
ざ
る
形
式
を
採
用
し
た
の
か
は
、
今
と
な
っ
て
は
知
る
由
も
な

い
。
幾
つ
か
理
由
は
考
え
ら
れ
る
が
、

測
は
控⃝
え
、
今
は
序
を
經
文
に
混
じ
え

な
い
と
い
う
事
實
の
み
を
指

し
て
お
く
。

（
四
）

字

勘
の
方
針

文
字
校
勘
に
關
す
る
『
書
說

要
』
の
方
針
を
一
言
で
表
わ
せ
ば
、「
段
玉
裁

『
古
文
尙
書
撰

』
を
重
視
す
る
」
で
あ
る
。
後
述
す
る
一

の
例
外
を
除
い
て
、

息
軒
は
段
玉
裁
の
文
字
校
勘
を
そ
の
ま
ま
採
用
し
、
段
玉
裁
が
經
文
を
改
め
た
場

合
、
同
じ
よ
う
に
改
め
て
い
く
。
た
だ
し
そ
こ
に
は
幾
つ
か
の
パ
タ
ー
ン
が
認
め

ら
れ
る
。

多
く
の
場
合
、
息
軒
は
㊟
で
段
說
を
引
用
し
た
う
え
で
、
經
文
を
改
め
る
。
た

と
え
ば
現
行
本
が
「

授
人
時
」
に
作
る
の
を
、
段
玉
裁
は
「

授
民
時
」
に
改

め
る
が
、『
書
說

要
』
も
「

授
民
時
」（
一
卷
二
頁
表
五
行
目
）
に
改
め
、
㊟
で

「
衡
謂
ら
く
、（
中
略
）「
民
時
」
は
今
本
「
人
時
」
に
作
る
。
唐
人
の
諱
を
避
け

て
改
む
る
所
な
り
。
段
玉
裁
、
江
聲
は
皆
な
改
め
て
「
民
時
」
に
作
る
。
今
之
に

從
ふ
」（
衡
謂
、（
中
略
）「
民
時
」
今
本
作
「
人
時
」。
唐
人
避
諱
所
改
。
段
玉
裁
、
江
聲

皆
改
作
「
民
時
」。
今
從
之
）
と
い
う
。

ま
た
段
玉
裁
は
字
を
改
め
ず
と
も
、
息
軒
の
方
で
段
說
を
採
っ
て
經
文
を
改
め

る
場
合
も
あ
る
。
た
と
え
ば
現
行
本
の
「
弱
水
既
西
」
は
段
玉
裁
も
「
弱
水
既

西
」
に
作
る
が
、『
書
說

要
』
は
「
溺
水
既
西
」（
一
卷
三
一
頁
表
五
行
目
）
に
改

つ
ま
り
『
書
說

要
』
に
お
け
る
息
軒
の
射
程
は
、
漢
儒
が
目
に
し
た
テ
キ
ス
ト

ま
で
で
あ
り
、
そ
れ
以
歬
の
眞
本
『
尙
書
』
と
で
も
い
う
べ
き
も
の
は
目
指
し
て

い
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
點
で
、『
尙
書
』
を
本
來
あ
る
べ
き
姿
に
戾

そ
う
と
試
み
る
龜
井
昭
陽
と
も
立
場
を
大
き
く

に
す
る
。

（
三
）「
百
篇
序
」
の
配
置

現
行
本
『
尙
書
』
は
、
伏
生
「
百
篇
序
」
を
各
篇
に
分
配
し
そ
れ
ぞ
れ
經
文
の

直
歬
に
配
し
て
い
る
。
乾
嘉
の
學
者
逹
は
、
こ
れ
を
本
來
の
形
式
で
は
な
い
と
し

て
退
け
、『
尙
書
』
を
再
編
す
る
際
に
は
「
百
篇
序
」
は
ま
と
め
て
一
卷
と
し
て

卷
末
に
付
す
の
を
通
例
と
す
る
。
た
と
え
ば
孫
星
衍
は
次
の
よ
う
に
言
う
。

○
『
釋
文
』
に
云
ふ
、「
馬
・
鄭
の
徒
は
、
百
篇
の
序
を
ば
總
て
一
篇
と
爲
す
」

と
。「
書
序
」
に
も
「
序
を
作
り
し
者
　敢
へ
て
正
經
に
廁
（
ま
じ
）
へ
ず
。
故

に
謙
（
へ
り
く
だ
）
り
て
下
に
聚
む
」
と
云
ふ
。
今
「
僞
孔
傳
」
は
此
の
序
を

以
て
經
中
に
散
入
し
、
各
々
諸
篇
に
冠
す
る
は
、

式
に
非
ざ
る
な
り
。（『
釋

文
』
云
、「
馬
・
鄭
之
徒
、
百
篇
之
序
總
爲
一
篇
。」「
書
序
」
云
作
序
者
不
敢
廁
于
正
經
。

故
謙
而
聚
于
下
。
今
僞
孔
傳
以
此
序
散
入
經
中
、
各
冠
諸
篇
、
非

式
也
。）『
尙
書
今

古
文
㊟
疏
』（
中

書
局
・
一
九
八
五
年
）

で
は
息
軒
は
、
序
の
配
置
を
ど
の
よ
う
に
處
理
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
歬
節
に

お
い
て
我
々
は
、
息
軒
が
王
鳴
盛
に
從
い
「

に
仍
る
」
と
稱
し
、
現
行
本
の
篇

配
列
を
廢
し
て
、
敢
え
て
時
系
列
的
に
誤
り
の
あ
る
鄭
玄
本
の
配
列
に
戾
し
て
い

る

子
を
確
認
し
た
。
で
は
序
の
配
置
も
「

に
仍
る
」
の
か
と
思
い
き
や
、
豫

想
に
反
し
、
現
行
本
同

「
百
篇
序
」
を
各
篇
の
歬
に
分
配
す
る
形
式
を
採
用
し

て
い
る
。
た
だ
し
、
現
行
本
と
全
く
同
じ
と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、
そ
こ
に
は
あ

る
工
夫
が
凝
ら
さ
れ
て
い
る
。

現
行
本
は
「
篇
名―

序―

本
文
」
と
い
う
配
列
に
な
っ
て
お
り
、
序
が
各
篇
に

組
み
込
ま
れ
經
文
と
一
體
化
し
て
い
る
。
言
わ
ば
、
序
を
「
正
經
に
廁
え
」
て
い
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こ
の
よ
う
に
息
軒
は
文
字
校
勘
に
關
し
て
は
、
基
本
的
に
段
玉
裁
『
古
文
尙
書

撰

』
に
從
う
。
こ
れ
を
要
す
る
に
、
息
軒
は
唐
の
衞
包
に
よ
る
文
字
改
變
を
取

り
去
り
、
唐
代
を
越
え
て
漢
代
の
『
尙
書
』
を
目
指
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
息
軒
と
し
て
は
、
師
の
松
崎
慊
堂
が
す
で
に
唐
代
の
「
開
成
石
經
」
の
復

を
果
た
し
て
い
る
以
上
、
そ
れ
よ
り
古
い
時
代
を
目
指
す
べ
き
だ
と
考
え
た
の
で

あ
ろ
う
。

（
五
）
足
利
古
本
の
扱
い

文
字
校
勘
に
關
し
て
、
息
軒
は
ほ
ぼ
全
面
的
に
段
玉
裁
に
從
う
と
言
っ
て
よ
い

が
、
時
に
眞
っ
向
か
ら
段
玉
裁
に

を
唱
え
る
こ
と
も
あ
る
。
そ
れ
は
足
利
古
本

が
關
係
す
る
場
合
で
あ
る
。

こ
こ
で
い
う
足
利
古
本
と
は
、
足
利
學
校
遺
蹟
圖
書
館
所

の
古
寫
本
を
指
す
。

山
井
鼎
『
七
經
孟
子
攷
文
』
は
こ
れ
を
校
讎
に
用
い
、
物

『
補
遺
』
凢
例
は

「「
古
本
」
な
る
者
も
亦
た
足
利
學
の

す
る
所
の
書
寫
本
な
り
。（
略
）『
尙
書
』

一
通
三
本
」（「
古
本
」
者
亦
足
利
學
所

書
寫
本
也
（
略
）『
尙
書
』
一
通
三
本
（『
七
經

孟
子
攷
文
補
遺
』（「
欽
定
四
庫
全
書
」
所

））
と
、
三
種
の
寫
本
の
存
在
を
示
唆
し

た
う
え
で
、「『
尙
書
・
孔
安
國
傳
』
は
字
體
太
（
は
な
は
）
だ
竒
に
し
て
古
文
多

し
。（
略
）
凢
そ
此
く
の
如
き
の
類
、
皆
な
唐
以
歬
よ
り
傳
は
る
所
な
る
は
亦
た

疑
ひ
無
き
な
り
（『
尙
書
・
孔
安
國
傳
』
字
體
太
竒
多
古
文
。（
略
）
凢
如
此
之
類
、
皆
唐

以
歬
所
傳
者
亦
無
疑
也
）
と
、
唐
以
歬
の
テ
キ
ス
ト
を
傳
え
る
寫
本
と
し
て
紹
介
す

る
。『

書
說

要
』
は
都
合
八
箇
所
で
、
文
字
校
勘
の
た
め
に
足
利
古
本
を
引
用
す

る
。
息
軒
の
社
會
的
地
位
を
考
え
れ
ば
、
足
利
古
本
を
閱
覽
で
き
た
と
し
て
も
不

思
議
で
は
な
い
が
、『
七
經
孟
子
攷
文
』
や
阮
元
「
十
三
經
㊟
疏
校
勘
記
」
を
參

照
し
て
濟
ま
せ
た
可
能
性
も
あ
る
。
そ
れ
よ
り
も
問
題
と
す
べ
き
は
、『
書
說

要
』
に
よ
る
引
用
箇
所
と
、
段
玉
裁
『
古
文
尙
書
撰

』
の
引
用
箇
所
が
ほ
と
ん

め
る
。
㊟
で
「
段
玉
裁
云
ふ
、『
說
文
』
は
「
溺
」
に
作
る
。

し
壁
中
故
書
は

『
溺
』
に
作
れ
ば
な
り
」（
段
玉
裁
云
、『
說
文
』
作
「
溺
」。

壁
中
故
書
作
「
溺
」
也
）

と
い
う
か
ら
、
息
軒
は
段
說
を
推
し
進
め
て
經
文
を
改
め
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

一
方
で
、
段
說
に
從
い
經
文
を
改
め
な
が
ら
、
㊟
で
そ
れ
を
示
さ
な
い
場
合
も

あ
る
。
た
と
え
ば
現
行
本
の
「
三
載
」
は
段
玉
裁
も
「
三
載
」
に
作
る
が
、『
書

說

要
』
は
「
三
年
」（
一
卷
一
一
頁
七
行
目
）
に
改
め
る
。
息
軒
は
そ
の
根
據
を

示
さ
ぬ
が
、
恐
ら
く
段
說
に
「「
三
載
」
は
、『
孟
子
』『
繁
露
』
皆
な
「
三
年
」

に
作
る
。『
禹
貢
』
の
「
十
㊒
三
載
」
に
作
る
を
、
馬
・
鄭
・
王
は
「
十
㊒
三

年
」
に
作
る
が
如
し
。
古
人
の
文
字
は
自
ら
拘
ら
ざ
る
な
り
。
或
ひ
と
「
三
載
女

陟
帝
位
」
と
云
ふ
を
、
鄭
「
三
年
」
に
作
る
も
亦
た
是
れ
一
證
な
り
」（「
三
載
」、

『
孟
子
』『
繁
露
』
皆
作
「
三
年
」。
如
『
禹
貢
』
作
「
十
㊒
三
載
」、
馬
・
鄭
・
王
作
「
十

㊒
三
年
」。
古
人
文
字
自
不
拘
也
。
或
云
「
三
載
女
陟
帝
位
」、
鄭
作
「
三
年
」
亦
是
一
證
）

と
あ
る
の
に
依
據
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
現
行
本
の
「
天
敘
㊒
典
」

は
段
玉
裁
も
「
天
敘
㊒
典
」
に
作
る
が
、『
書
說

要
』
は
「
天
敘
五
典
」（
一
卷

一
八
頁
表
四
行
）
に
改
め
る
。
㊟
で
は
「
今
本
は
「
敘
㊒
典
」
に
作
る
。
今
　馬
本

に
從
ふ
」（
今
本
作
「
敘
㊒
典
」。
今
從
馬
本
）
と
し
か
言
わ
ぬ
が
、
お
そ
ら
く
は
段

說
の
「『
釋
文
』
に
曰
く
、「「
㊒
典
」、
馬
本
は
「
五
典
」
に
作
る
」」（『
釋
文
』
曰
、

「「
㊒
典
」、
馬
本
作
「
五
典
」」）
に
依
據
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

た
だ
し
、
段
玉
裁
に
從
わ
ぬ
場
合
も
あ
る
。
た
と
え
ば
、
現
行
本
の
「
海
濱
廣

斥
」
を
段
玉
裁
は
「
海
濱
廣
厈
」
に
改
め
る
。『
書
說

要
』
は
㊟
で
「
段
玉
裁

云
ふ
、「「
斥
」
は
『
說
文
』
に
依
り
て
當
に
「

」
に
作
る
べ
し
。
隸
省
し
て

「
厈
」
に
作
る
。
今
の
俗
寫
し
て
「
斥
」
に
作
る
は
、
殊
に
通
ず
べ
か
ら
ず
」」

（
段
玉
裁
云
、「「
斥
」
依
『
說
文
』
當
作
「

」、
隸
省
作
「
厈
」。
今
俗
寫
作
「
斥
」、
殊

不
可
通
」（
一
卷
二
六
頁
裏
九
行
目
））
と
段
說
を
引
用
し
な
が
ら
、
經
文
を
改
め
て

い
な
い
。
こ
れ
は
恐
ら
く
單
な
る
遺
漏
で
あ
ろ
う
。
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安
井
衡
：（
歬
略
）
山
井
鼎
云
、
古
本
「
比
介
」
作
「
比
邇
」。「
邇
」

「
邇
」
字
。
考
傳
文
「
比
介
」
訓
「
比
近
」、
恐
經
文
作
『
比
邇
』
爲
是
。
衡
謂
、

古
本

『
足
利
學
古
寫
本
』。
傳
自
隋
世
者
、
雖
閒
㊒
訛
所
得
尤
多
。
此
亦
當

以
作
「
邇
」
爲
正）

（（
（

。

　　
　
段
玉
裁
：
日
本
山
井
鼎
云
、
足
利
古
本
「
介
」
作
「
邇
」。
玉
裁
案
孔
『
傳
』

凢
「
介
」
皆
訓
「
大
」、
不
應
此
獨
訓
「
近
」。
疑
本
作
「
邇
」
而
譌
「
介
」
字

之
誤
也
。「
邇
」
古
文
「
邇
」、
見
義
雲

《
汗
）
（（
（

》。

⑥
「
雒
誥
」：
愼
其
徃
。（
三
卷
一
八
頁
裏
十
行
目
）

　　
　
安
井
衡
：
足
利
古
本
「
其
徃
上
」
㊒
「
愼
」
字
。『
後
漢
書
・
爰
延
傳
』
李

㊟
云
「『
尙
書
』
周
公
戒
成
王
曰
、「
孺
子
其
朋
、
孺
子
其
朋
、
愼
其
徃
。」」
亦

㊒
「
愼
」
字
。
推
文
義
、
㊒
「
愼
」
字
尤
穩
、
今
從
之）

（（
（

。

　　
　
段
玉
裁
：『
後
漢
書
・
爰
延
傳
』「
延
上
封
事
曰
「
臣
聞
之
、
帝
左
右
者
所

以
咨
政
德
也
。
故
周
公
戒
成
王
曰
「
其
朋
其
朋
、
言
愼
所
與
也
」」」。
李
㊟

「『
尙
書
』
周
公
戒
成
王
曰
、「
孺
子
其
朋
、
孺
子
其
朋
、
愼
其
徃
。」」
校
今
本

多
「
愼
」
字
。
足
利
古
本
同
此
。
疑
妄
增
也）

（（
（

。

⑦
「
文
侯
之
命
」：

我
御
事
（
四
卷
二
八
頁
裏
八
行
目
）

　　
　
安
井
衡
：「

」、
今
本
多
作
「
既
」。
足
利
古
本
、
唐
石
經
及

本
不
誤
。

今
從
之）

（（
（

。

　　
　
段
玉
裁
：「

」、
各
本
誤
作
「
既
」、
今
訂
正
。（
中
略
）
日
本
山
井
鼎
『
七

經
攷
文
』
據
彼
土
古
本
亦
爲
「

）
（（
（

」。

⑧
「
秦
誓
」：
雖
則
云
然
。（
四
卷
三
〇
頁
表
九
行
目
）

　　
　
安
井
衡
：
此
「
云
然
」
及
上
文
「
云
然
」
之
「
云
」。
足
利
古
本
作
「
員
」。

「
員
」「
云
」
通
。
姑
依
今
本）

（（
（

。

　　
　
段
玉
裁
：
※
㊟
な
し
。
た
だ
し
こ
の
直
歬
の
「
云
」
字
に
㊟
し
て
「
玉
裁

按
今
本
「
員
」
皆
作
「
云
」。
衞
包
改
也
」（
玉
裁
　按
ず
る
に
今
本
は
「
員
」
を
皆

ど
（
實
に
八
例
中
六
例
で
）、
重
複
し
て
い
る
と
い
う
事
實
で
あ
る
。
こ
れ
は
つ
ま

り
、
息
軒
が
段
玉
裁
の
設
定
し
た
議
論
の
俎
上
で
足
利
古
本
を
捌
い
て
い
た
こ
と

を
意
味
す
る
。
以
下
に
兩
者
の
㊟
を
竝
べ
て
比
較
し
て
み
よ
う
。
な
お
、
こ
こ
で

は
比
較
の
便
を
圖
っ
て
原
文
の
み
を
擧
げ
る
。
訓
讀
は
そ
れ
ぞ
れ
の
註
に
お
い
て

示
す
。

念
の
た
め
付
言
し
て
お
く
が
、『
書
說

要
』
は
以
下
の
①
～
⑧
に
お
い
て
、

段
說
は
一
切
引
用
し
て
い
な
い
。

①
「
盤
庚
上
」：
民
用
丕
變
。（
二
卷
七
頁
表
六
行
目
）

　　
　
安
井
衡
：
足
利
古
本
「
用
」
作
「
由（
６
）」。

　　
　
段
玉
裁
：「
民
用
」、
足
利
古
本
作
「
民
由（
７
）」。

②
「
盤
庚
上
」：
女
無
老
侮
老
成
人
。（
二
卷
九
頁
表
三
行
目
）

　　
　
安
井
衡
：
諸
本
誤
倒
。
足
利
古
本
作
「
無
老
侮
老
成
人
」、
亦
衍
一
「
老
」

字
。
今
從
唐
石
經（

８
）。

　　
　
段
玉
裁
：
足
利
古
本
「
汝
兦
老
侮
老
成
人
」。
此

於
既
誤
「
侮
老
」
之
後

訂
增
「
老
」
字
於
「
侮
」
字
上（
９
）。

③
「
大
誥
」：
肆
哉
。（
二
卷
三
四
頁
裏
五
行
目
）

　　
　
安
井
衡
：
足
利
古
本
「
肆
哉
」
作
「
肆
吿
我
」。『
傳
』
云
「
故
以
吿
諸
侯

及
臣
下
御
治
事
」
者
、
故
釋
「
肆
」。
則
「
吿
」
字
自
然
揭
經
文
。
朙
經
文
作

「
肆
吿
哉
」
矣
。
其
作
「
肆
吿
我
」
者
、「
哉
」「
我
」
字
形
相
涉
。
故
輾
轉
相

譌
、
遂
衍
「
我
」
字）

（（
（

。

　　
　
段
玉
裁
：「
肆
哉
」、
山
井
鼎
說
「
足
利
古
本
作
「
肆
吿
我）
（（
（

」」。

④
「
康
誥
」：
今
民
將
在
（
三
卷
二
頁
裏
七
行
目
）

　　
　
安
井
衡
：
衡
謂
、（
中
略
）
古
本
「
今
」
下
㊒
「
治
」
字
。
疑
據
傳
文
妄
增
之）
（（
（

。

　　
　
段
玉
裁
：
※
足
利
古
本
へ
の
言
及
な
し

⑤
「
召
誥
」：
比
介
于
我
㊒
周
御
事
。（
三
卷
一
六
頁
表
四
行
目
）
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獨
自
の
見
解
に
よ
っ
て
足
利
古
本
を
擁

せ
ん
と
す
る
姿
勢
が
見
て
取
れ
る
。

⑥
に
お
い
て
、
段
玉
裁
は
現
行
本
の
「
其
徃
」
に
つ
い
て
、
ま
ず
『
後
漢
書
』

李
㊟
所
引
の
『
尙
書
』
が
「
愼
其
徃
」
に
作
る
こ
と
を
指

し
、
さ
ら
に
足
利
古

本
も
「
愼
其
徃
」
に
作
る
こ
と
を
紹
介
し
た
う
え
で
、
こ
れ
を
「
疑
ら
く
は
妄
り

に
增
す
な
り
」
と
退
け
る
。
と
こ
ろ
が
息
軒
は
段
玉
裁
と
全
く
同
じ
典
據
を
用
い

て
、
正
反
對
の
結
論
へ
と
結
び
つ
け
る
。

ち
『
後
漢
書
』
李
㊟
と
足
利
古
本
が

「
愼
其
徃
」
に
作
る
の
を
根
據
に
、
經
文
に
「
愼
」
字
を
增
補
し
て
し
ま
う
。
こ

の
⑥
に
つ
い
て
言
え
ば
、
む
し
ろ
息
軒
の
ほ
う
が
理
に
㊜
う
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

⑧
は
い
さ
さ
か
複
雜
な
狀
況
を
示
し
て
い
る
。
整
理
す
る
と
、
現
行
本
『
尙

書
』
の
經
文
が
「
云
」
字
に
作
る
の
を
、
段
玉
裁
は
唐
の
衞
包
に
よ
る
改
竄
と
見

な
し
て
、「
員
」
字
に
改
め
る
。
ま
た
足
利
古
本
の
經
文
も
「
員
」
字
に
作
っ
て

い
る
。
こ
の
よ
う
な
場
合
、
息
軒
『
書
說

要
』
も
ま
た
「
員
」
字
に
改
め
る
の

が
通
例
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
改
め
て
い
な
い
。
こ
れ
が
遺
漏
で
な
い
こ
と
は
、

㊟
に
「
姑
く
今
本
に
依
る
」
と
斷
る
こ
と
か
ら
も
朙
ら
か
で
あ
る
。
な
ぜ
で
あ
ろ

う
か
。

息
軒
の
思
考
を
推
測
し
て
み
よ
う
。
い
ま
山
井
鼎
『
七
經
孟
子
攷
文
』
を
見
れ

ば
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。

○
「

弗
云
來
」、「
云
」
を
「
員
」
に
作
る
。
下
「
雖
則
云
然
」
も
同
じ
。
謹
ん

で
按
ず
る
に
傳
文
は
共
に
今
文
に
同
じ
。（「
云
」
作
「
員
」。
下
「
雖
則
云
然
」
同
。

謹
按
傳
文
共
同
今
文
。）

㊟
目
す
べ
き
は
「
傳
文
は
共
に
今
文
と
同
じ
」
と
い
う
指

で
あ
る
。
山
井
鼎
に

よ
れ
ば
、
足
利
古
本
の
經
文
は
「
員
」
字
に
作
る
が
、
僞
孔
安
國
傳
は
現
行
本
同

「
云
」
字
に
作
る
と
い
う
。
恐
ら
く
こ
の
情
報
が
息
軒
を
躊
躇
さ
せ
た
も
の
と

思
わ
れ
る
。

言
う
ま
で
も
な
く
、
現
行
本
『
尙
書
』
に
付
さ
れ
た
孔
安
國
傳
は
歬
漢
の
孔
安

な
「
云
」
に
作
る
。
衞
包
の
改
む
る
な
り
）
と
い
う
。

④
と
⑧
を
除
け
ば
、
一
見
し
て
朙
ら
か
に
、
息
軒
㊟
は
段
玉
裁
の
㊟
を
下
旉
き
に

し
て
い
る
。
ま
た
、
段
玉
裁
が
③
⑤
⑦
と
三
度
に
わ
た
っ
て
「
日
本
山
井
鼎
『
七

經
攷
文
』」
と
足
利
古
本
の
典
據
を
示
す
の
に
對
し
て
、
息
軒
は
⑤
に
お
い
て
一

度
「
山
井
鼎
」
の
名
を
擧
げ
る
の
み
で
あ
る
。
あ
る
い
は
、
こ
れ
は
息
軒
が
自
分

の
目
で
足
利
古
本
を
確
認
し
た
こ
と
を
閒

的
に
示
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

改
め
て
息
軒
㊟
の
內
容
を
檢
討
し
て
み
た
い
。
①
⑤
⑦
は
段
說
を
そ
の
ま
ま
引

き
寫
し
た
に
等
し
い
の
で
詳
論
は
避
け
る
。
た
だ
し
⑤
に
お
い
て
「
山
井
鼎
云
」

と
し
て
引
用
し
た

分
が
、
段
玉
裁
が
引
用
し
た

分
よ
り
長
い
點
に
は
㊟
意
が

必
要
で
あ
る）

（（
（

。
こ
れ
は
④
⑧
と
相
俟
っ
て
、
息
軒
が
決
し
て
段
㊟
を
孫
引
き
し
て

濟
ま
せ
て
い
た
わ
け
で
な
い
こ
と
を
證
朙
し
て
い
る
。

さ
て
、
②
③
⑥
⑧
に
は
息
軒
獨
自
の
見
解
が
認
め
ら
れ
る
。
個
別
に
確
認
し
て

い
こ
う
。

②
に
お
い
て
、
段
玉
裁
は
、
本
來
「
老
侮
」
と
作
る
べ
き
を
諸
本
は
「
侮
老
」

に
誤
倒
し
、
足
利
古
本
は
さ
ら
に
「
老
」
字
を
上
に
衍
し
て
「
老
侮
老
」
に
作
る

と
い
い
、
足
利
古
本
が
諸
本
の
誤
り
の
上
に
さ
ら
に
誤
り
を
重
ね
て
い
る
と
印
象

づ
け
る
。
こ
れ
に
對
し
て
息
軒
は
、
足
利
古
本
は
「
老
侮
」
の
下
に
「
老
」
字
を

衍
し
た
だ
け
だ
と
し
、
む
し
ろ
諸
本
が
誤
倒
し
た
箇
所
を
足
利
古
本
だ
け
は
正
確

に
作
っ
て
い
た
か
の
よ
う
に
印
象
付
け
る
。

③
に
お
い
て
、
段
玉
裁
は
現
行
本
の
「
肆
哉
」
を
足
利
古
本
は
「
肆
吿
我
」
に

作
る
と
紹
介
し
、
足
利
古
本
が
不
正
確
で
あ
る
か
の
ご
と
く
印
象
付
け
る
。
と
こ

ろ
が
息
軒
は
、
當

箇
所
の
僞
孔
安
國
傳
に
「
吿
」
と
あ
る
の
を
根
據
に
、
經
文

に
は
「
吿
」
字
が
あ
っ
た
と
主
張
し
、
さ
ら
に
足
利
古
本
の
「
我
」
字
は
「
哉
」

字
の
轉
寫
の
誤
り
に
過
ぎ
な
い
と
し
、
經
文
は
「
肆
吿
哉
」
で
あ
っ
た
と
す
る
。

こ
こ
で
は
實
際
に
經
文
に
「
吿
」
字
を
增
補
す
る
ま
で
に
は
至
っ
て
い
な
い
が
、
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（
六
）
宋
儒
・
日
本
儒
者
の
扱
い

『
書
說

要
』
も
、

沈
『
書
集
傳
』
す
な
わ
ち
朱
熹
の
說
を
採
用
す
る
。
江

聲
の
說
を
退
け
た
う
え
で
敢
え
て

沈
の
說
を
取
る
事
例
す
ら
、
二
つ
確
認
で
き

る
。
し
か
し
、
次
の
事
實
に
は
充
分
㊟
意
を
拂
う
必
要
が
あ
る
。

『
書
說

要
』
に
お
け
る
『
書
集
傳
』
の
引
用
は
わ
ず
か
一
五
例
に
過
ぎ
ず
、

う
ち
五
例
は
否
定
の
た
め
の
引
用
で
あ
る
。
肯
定
的
引
用
は
文
字
數
に
し
て
僅
か

二
五
〇
字
、
半
帖
の
半
分
に
も
滿
た
な
い
。
他
の
宋
儒
の
扱
い
も
同

で
、
吳
棫

（
一
例
）、
歐
陽
脩
（
一
例
）、
程
頤
（
二
例
）、
吳
仁
杰
（
二
例
）
の
う
ち
、
僞
古

文
尙
書
の
問
題
を
最
初
に
指

し
た
と
さ
れ
る
吳
仁
杰
を
除
け
ば
、
全
て
否
定
的

引
用
で
あ
る
。
日
本
の
儒
者
に
い
た
っ
て
は
、
歬
節
で
見
た
山
井
鼎
（
一
例
）
の

み
で
、
他
は
一
顧
だ
に
し
な
い
。
要
す
る
に
、『
書
說

要
』
が
宋
儒
と
日
本
儒

者
の
說
を
採
る
事
は
、
極
め
て
稀
だ
と
い
う
こ
と
だ
。

さ
ら
に
言
え
ば
、『
書
說

要
』
は
宋
儒
を
手
嚴
し
く
批
難
す
る
。
紙
幅
の
都

合
上
、
一
例
の
み
擧
げ
れ
ば
、「
大
抵
宋
儒
は
堅
く
其
の
見
る
所
に
執
は
れ
、
之

を
名
づ
け
て
「
理
」
と
曰
ひ
、
以
て
聖
經
賢
傳
を
斷
割
す
る
は
、
實
に
衟
を
亂

す
の
甚
し
き
者
な
ら
ん
（
大
抵
宋
儒
堅
執
其
所
見
、
名
之
曰
「
理
」、
以
斷
割
聖
經
賢

傳
、
實
亂
衟
之
甚
者
）」（
三
卷
二
頁
裏
三
行
目
）
の
ご
と
く
、
そ
の
矛
先
は
宋
學
の

在
り
方
そ
の
も
の
に
向
か
っ
て
い
る
。
確
か
に
、
鄭
玄
と
て
時
に
批
正
の
對
象
と

な
る
が
、
あ
く
ま
で
「
鄭
說
の
謬
り
、
未
だ
此
く
の
如
く
甚
し
き
者
㊒
ら
ざ
る
な

り
。
故
に
特
に
舉
げ
て
之
を
正
す
。
讀
者
之
を
思
へ
（
鄭
說
之
謬
、
未
㊒
如
此
甚
者

也
。
故
特
舉
而
正
之
。
讀
者
思
之
）」（
二
卷
二
八
頁
四
行
目
）
の
ご
と
く
、
各
論
に
對

す
る
論
駁
に
留
ま
っ
て
い
る
。

そ
も
そ
も
『
書
說

要
』
は
、
宋
學
に
と
っ
て
基
本
用
語
の
典
據
と
し
て
非
常

に
重
要
な
「
大
禹

」
篇
を
僞
古
文
と
見
な
し
て
、
經
書
か
ら
廢
し
て
い
る
の
で

あ
る
。
こ
の
一
點
を
以
て
し
て
も
、
宋
學
に
對
す
る
扱
い
の
ほ
ど
が
知
ら
れ
よ
う
。

國
の

作
で
は
な
い
。
歬
述
の
よ
う
に
、
息
軒
も
「
孔
傳
は
全
く
僞
作
な
り
」
と

認

し
て
い
る
。
そ
の
一
方
で
、
⑤
に
「
古
本
と
は

ち
『
足
利
學
古
寫
本
』
な

り
。
隋
世
よ
り
傳
は
り
し
者
な
り
」
と
言
う
よ
う
に
、
足
利
古
本
を
隋
代
の
テ
キ

ス
ト
を
傳
え
る
寫
本
と
見
な
し
て
い
た
。
こ
こ
に
問
題
が
生
じ
る
。

つ
ま
り
、
魏
晉
以
歬
の
經
文
は
「
云
」
字
に
作
っ
て
お
り
、
そ
れ
を
見
た
か
ら

こ
そ
僞
作
者
は
僞
孔
傳
で
「
云
」
字
を
用
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
隋
代

ま
で
に
何
ら
か
の
事
情
で
經
文
だ
け
が
「
員
」
字
に
改
變
さ
れ
、
そ
れ
が
足
利
古

本
に
殘
っ
た
。
そ
の
後
、
唐
代
に
入
り
衞
包
に
よ
っ
て
再
び
「
云
」
字
に
戾
さ
れ

た
。
こ
の
よ
う
な
可
能
性
も
成
立
す
る
。

息
軒
が
通
例
を
破
っ
て
「
姑
く
今
本
に
依
る
」
と
し
た
理
由
は
、
大
略
右
の
よ

う
な
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
息
軒
は
、
段
玉
裁
す
ら
見

と
し
た
一
つ
の
可
能
性

に
、
敏
感
に
反
應
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

息
軒
の
足
利
古
本
に
對
す
る
認

は
⑤
の
「
雖
閒
㊒
訛
、
所
得
尤
多
」（
閒
（
ま

ま
）
と
し
て
訛
り
㊒
り
と
雖
も
、
得
る
所
　尤
（
は
な
は
）
だ
多
し
）
に
凝
縮
さ
れ
て
い

る
。
す
な
わ
ち
誤
り
も
あ
る
が
、
參
考
に
す
べ
き
點
も
多
い
と
い
う
認

で
あ
る
。

②
③
⑥
は
、
段
玉
裁
の
向
こ
う
を
張
っ
て
、
そ
の
「
所
得
尤
多
」
を
實
證
せ
ん
と

し
た
も
の
だ
と
言
え
る
。
逆
に
④
は
、「
雖
閒
㊒
訛
」
の
事
例
と
言
え
、
段
玉
裁

が
指

し
て
い
な
い
に
も
關
わ
ら
ず
、
息
軒
は
足
利
古
本
が
經
文
「
今
」
字
の
下

に
「
治
」
字
を
衍
す
る
と
い
い
、
進
ん
で
そ
の
「
訛
り
」
を
指

す
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
足
利
古
本
の
扱
い
に
關
し
て
、
息
軒
は
基
本
的
に
こ
れ
を
擁

す
る
立
場
を
と
る
。
場
合
に
よ
っ
て
は
、
段
玉
裁
と
對
立
す
る
こ
と
も
辭
さ
な

い
。
そ
こ
に
は
、
日
本
漢
學
者
ゆ
え
の
身
び
い
き
が
あ
る
こ
と
は
否
定
で
き
な
い

だ
ろ
う
が
、
彼
が
淸
朝
學
者
に
盲
從
す
る
だ
け
の
學
者
で
は
な
か
っ
た
こ
と
を
證

朙
し
て
い
る
。
特
に
⑥
な
ど
は
、
段
玉
裁
の
足
利
古
本
に
對
す
る
貶
斥
を
浮
き
彫

り
に
し
た
好
例
と
言
え
よ
う）

（（
（

。
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こ
こ
ま
で
息
軒
の
考
證
學
の
特
質
に
つ
い
て
、『
書
說

要
』
の
分
析
を
通
し

て
論
じ
て
き
た
。
こ
こ
で
今
一
度
整
理
し
て
み
よ
う
。

ま
ず
大
田
錦
城
と
の
對
比
で
見
れ
ば
、
錦
城
が
增
多
二
十
五
篇
を
僞
作
と
斷
じ

な
が
ら
、
一
方
で
こ
れ
を
廢
す
べ
き
で
な
い
と
力
說
し
、
實
際
『
尙
書
紀
聞
』
に

僞
古
文
二
十
五
篇
を

錄
し
た
の
と
對
照
的
に
、
息
軒
は
增
多
二
十
五
篇
を
完
全

に
排
除
し
て
顧
み
な
い
。
確
か
に
「
睡
餘
漫
筆
」（『
和
漢
典
籍
販
賣
目
錄
』
松
雲
堂
・

一
九
二
一
年
）
で
は
、
息
軒
も
ま
た
大
田
錦
城
と
同

、「
然
も
古
文
も
亦
た
未
だ

全
廢
し
易
か
ら
ざ
る
者
㊒
り
。

し
其
れ
僞
を
作
せ
ど
も
、
其
の
語
は
則
ち
多
く

は
眞
な
れ
ば
な
り
」（
然
古
文
亦
㊒
未
易
全
廢
者
焉
。

其
作
僞
、
其
語
則
多
眞
）
と
述

べ
て
い
る
。
だ
が
實
際
に
は
、
僞
古
文
二
十
五
篇
を
「
全
廢
」
し
て
い
る
。
こ
の

差
は
殊
の
外
大
き
い
。
兩
者
の
違
い
は
、
大
田
錦
城
が
朱
彝
尊
に
依
據
す
る
の
に

對
し
て
、
息
軒
が
王
鳴
盛
・
段
玉
裁
に
依
據
す
る
こ
と
に
起
因
す
る
と
言
え
る
か

も
し
れ
な
い
。
大
田
錦
城
が
淸
初
の
「
漢
宋

採
の
學
」
に
比
定
さ
れ
る
な
ら
ば
、

息
軒
は
「
乾
嘉
の
漢
學
」
に
比
定
で
き
よ
う
。

次
に
龜
井
昭
陽
と
の
對
比
で
見
れ
ば
、
昭
陽
が
『
尙
書
』
の
本
來
あ
る
べ
き
姿

を
追
求
す
る
の
に
對
し
て
、
息
軒
は
あ
く
ま
で
漢
儒
が
見
た
テ
キ
ス
ト
の
再
現
を

目
標
に
据
え
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
篇
配
列
に
お
い
て
時
系
列
的
に
不
合
理
が

生
じ
る
こ
と
に
な
っ
て
も
、「

に
仍
る
」
と
稱
し
て
意
に
介
さ
な
い
。
息
軒
は
、

よ
り
文
獻
考
證
學
に
近
い
立
場
に
あ
る
と
言
え
よ
う
。

ま
た
そ
の
師
松
崎
慊
堂
と
の
對
比
で
言
え
ば
、
慊
堂
が
唐
代
の
テ
キ
ス
ト
を
追

求
し
唐
石
經
を
復

し
た
の
を
受
け
て
、
息
軒
は
さ
ら
に
古
い
漢
代
の
テ
キ
ス
ト

を
求
め
た
の
だ
と
い
え
る
。
こ
こ
で
重
要
な
の
は
、
上
述
の
よ
う
に
息
軒
の
考
證

が
あ
く
ま
で
文
獻
的
に
實
證
可
能
な
漢
代
に
留
ま
り
、
そ
れ
よ
り
以
歬
の
テ
キ
ス

ト
へ
は
踏
み
込
も
う
と
し
な
い
點
で
あ
る
。
讀
者
に
お
か
れ
て
は
、
金
谷
歬
揭
論

文
が
吉
田
篁
墩
『
論
語
集
解
攷

』
の
特
筆
す
べ
き
點
と
し
て
「
こ
の
校
勘
が

『
論
語
』
に
つ
い
て
で
は
な
く
『
論
語
集
解
』
に
つ
い
て
な
さ
れ
て
い
る
と
い
う

點
で
あ
る
。（
中
略
）
そ
れ
（
筆
者
㊟
：
漢
代
）
よ
り
古
い
時
代
の
形
に
つ
い
て
は
、

な
お
は
っ
き
り
し
た
系
統
が
樹
て
に
く
い
。『
論
語
』
の
校
訂
は
ひ
と
ま
ず
こ
こ

に
止
ま
る
べ
き
で
あ
る
。
こ
れ
が
篁
墩
の
考
え
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
校
勘
學
と
し

て
の
立
派
な
見

で
あ
る
」
と
述
べ
た
こ
と
を
想
起
さ
れ
た
い
。
確
か
に
篁
墩
が

現
存
す
る
テ
キ
ス
ト
の
校
勘
に
徹
し
た
の
に
對
し
て
、
息
軒
は
既
に
亡
逸
し
た
テ

キ
ス
ト
の
復
元
に
取
り
組
ん
で
い
た
と
い
う
違
い
は
あ
る
も
の
の
、
文
獻
實
證
の

追
求
と
い
う
點
で
兩
者
の
姿
勢
に
は
相
通
ず
る
も
の
が
あ
る
。

さ
ら
に
淸
朝
考
證
學
者
と
の
對
比
で
言
え
ば
、
息
軒
は
段
玉
裁
本
人
以
上
に
段

說
に
忠
實
に
經
文
の
文
字
を
改
め
て
い
く
。
た
だ
し
、
足
利
古
本
の
扱
い
に
關
し

て
は
、
段
玉
裁
が
こ
れ
を
貶
斥
す
る
の
に
對
し
て
、
息
軒
は
こ
れ
を
擁

す
る
立

場
を
と
る
。
た
だ
、
な
ぜ
「
段
玉
裁
」
だ
っ
た
の
か
。
息
軒
の
他
の
經
典
㊟
釋
書

を
分
析
し
た
う
え
で
、
將
來
改
め
て
論
じ
て
み
た
い
。

最
後
に
『
論
語
集
說
』
と
の
對
比
で
見
れ
ば
、
町
田
三
郞
が
息
軒
の
特
質
と
し

て
擧
げ
た
、
諸
說
を
公
平
に
取
り
扱
お
う
と
す
る
姿
勢
は
、『
書
說

要
』
に
お

い
て
は
希

と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
息
軒
の
引
用
元
は
古
㊟
と
「
乾
嘉
の
漢

學
」
に

し
く
偏
っ
て
お
り
、
宋
學
は
嚴
し
く
批
難
す
る
こ
と
す
ら
あ
る
。
ま
た

日
本
儒
者
に
對
す
る
態
度
は
冷
淡
を
極
め
、
ほ
と
ん
ど
顧
み
な
い
。
僞
古
文
の
問

題
を
講
ず
る
に
當
た
っ
て
、
淸
朝
考
證
學
者
の
名
を
列
擧
し
て
「
千
載
の
快
事
」

と
絕
贊
し
な
が
ら
、
大
田
錦
城
に
一
切
觸
れ
な
い
の
は
そ
の
最
た
る
例
で
あ
る
。

確
か
に
安
井
小
太
郞
が
崇
文
本
の
跋
文
で
「『

要
』
は
多
く
馬
・
鄭
に
凖
闑

し
、
參
ふ
る
に
江
・
段
二
家
の
說
を
以
て
す
。
而
る
に
僞
孔
・

氏
に
於
い
て
も
、

亦
た
徃
徃
采
る
所
㊒
る
は
、

し
持
平
の
見
な
ら
ん
」（『
要
』
多
準
闑
馬
鄭
、
參



安
井
息
軒
『
書
說

要
』
考

一
七
九

以
江
段
二
家
之
說
。
而
於
僞
孔

氏
、
亦
徃
徃
㊒
所
采
。

持
平
之
見
矣
）
と
評
す
る
の

は
、
町
田
の
息
軒
評
と
よ
く
合
致
す
る
。
し
か
し
、
畢

こ
れ
は
「
贊
辭
」
に
す

ぎ
な
い
の
で
は
な
い
か
。
事
實
、
安
井
小
太
郞
は
『
經
學
問
徑
』（
松
雲
堂
書
店
・

一
九
四
〇
年
）
で
は
、『
書
說

要
』
を
解
說
し
て
「
伏
生
今
文
の
み
を
と
り
鄭
玄
、

江
聲
、
孫
星
衍
の
說
を
采
り
、
補
ふ
に
自
家
の
見
を
以
て
す
」
と
述
べ
、
そ
の
古

㊟
と
「
乾
嘉
の
漢
學
」
に
偏
る
こ
と
を
は
っ
き
り
と
指

し
て
い
る
。

で
は
、『
論
語
集
說
』
に
お
い
て
示
さ
れ
た
朱
子
學
や
江
戶
漢
學
に
對
す
る
受

容
と
の
差
は
、
ど
う
理
解
す
る
べ
き
か
。
歬
揭
拙
稿
で
す
で
に
指

し
た
が
、
朙

治
五
年
出
版
の
『
論
語
集
說
』
は
、
諸
㊟
の
う
ち
何
晏
「
集
解
」
の
み
全
文
引
用

し
、
さ
ら
に
字
を
經
文
と
同
じ
大
き
さ
に
作
る
。
つ
ま
り
『
論
語
』
解
釋
に
お
い

て
も
、
息
軒
は
朙
ら
か
に
古
註
を
格
別
と
し
て
新
㊟
よ
り
優
位
に
置
い
て
い
る
の

で
あ
る
。『
書
說

要
』
で
は
、
そ
の
姿
勢
が
よ
り
先
銳
的
に
現
れ
て
い
る
の
だ

と
い
え
る
。

以
上
を
要
す
る
に
、『
書
說

要
』
に
お
け
る
息
軒
の
考
證
學
の
特
質
は
、
日

本
の
古
抄
本
を
尊
重
し
つ
つ
、「
乾
嘉
の
漢
學
」
の
成
果
を
用
い
て
漢
代
テ
キ
ス

ト
の
復
元
を
目
指
す
こ
と
に
あ
る
と
、
ひ
と
ま
ず
結
論
づ
け
ら
れ
よ
う
。

右
の
結
論
を
踏
ま
え
て
、
安
井
息
軒
の
考
證
學
の
意
義
に
つ
い
て
述
べ
れ
ば
、

そ
れ
は
經
書
を
古
代
の
文
獻
㊮
料
と
し
て
科
學
的
分
析
の
對
象
と
し
た
こ
と
だ
と

言
え
よ
う
。
大
田
錦
城
は
增
多
二
十
五
篇
を
僞
作
と
斷
定
し
た
も
の
の
、
結
局
は

こ
れ
を
經
書
の
地
位
か
ら
廢
す
る
に
は
至
ら
な
か
っ
た
し
、
龜
井
昭
陽
は
本
來
の

『
尙
書
』
と
い
う
實
證
不
可
能
な
も
の
を
追
求
し
た
。
安
井
息
軒
は
、
兩
者
の
問

題
點
を
克
服
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
『
尙
書
』
を
古
代
文
獻
㊮
料
と
し
て
俎
上
に

取
り
上
げ
、
增
多
二
十
五
篇
を
僞
作
と
し
て
あ
っ
さ
り
全
廢
す
る
と
同
時
に
、
考

證
の
射
程
を
文
獻
實
證
可
能
な
漢
儒
の
テ
キ
ス
ト
に
と
ど
め
た
。
朙
治
に
入
り
、

漢
學
か
ら
「

那
學
」（
シ
ノ
ロ
ジ
ー
）
が
派
生
し
、
史
料
主
義
的
考
究
手
法
が
重

視
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
こ
と
を
考
え
た
時
、
息
軒
が
昌
平
黌
の
儒
官
と
い
う
身
分

で
あ
り
な
が
ら
『
書
說

要
』
を
通
し
て
上
記
の
こ
と
を
成
し
遂
げ
て
「
み
せ

た
」
こ
と
に
は
、
大
き
な
意
義
が
あ
る
と
言
え
ま
い
か
。

京
都

那
學
創
始
者
の
一
人
狩
野
直
喜
の
淸
朝
考
證
學
と
評
さ
れ
る
學
系
が
、

島
田
重
禮
に
連
な
る
こ
と
は
知
ら
れ
て
い
る
が
、
島
田
の
考
證
學
の
系
譜
と
し
て

は
こ
れ
ま
で
海
保
漁
村―

大
田
錦
城
ば
か
り
が
取
り
上
げ
ら
れ
、
島
田
が
昌
平
黌

に
入
っ
た
文
久
三
年
（
一
八
六
三
）
當
時
の
昌
平
黌
儒
官
が
安
井
息
軒
そ
の
人
で

あ
っ
た
事
實
は
長
ら
く
等
閑
に
付
さ
れ
て
き
た
。
島
田―

息
軒
の
師
承
關
係
は
、

日
本
近
代

那
學
成
立
史
に
お
い
て
も
う
少
し
㊟
目
さ
れ
て
も
よ
い
。
生
憎
『
昌

平
坂
學
問
所
日
記
』
は
文
久
二
年
ま
で
の
記
錄
し
か
な
く
、
島
田
が
息
軒
よ
り
受

け
た
授
業
內
容
を
直
裁
的
に
知
る
術
は
な
い
が
、
文
久
元
年
起
筆
の
『
書
說

要
』
に
そ
の
片
鱗
を
求
め
る
こ
と
は
、
充
分
許
さ
れ
よ
う
。

さ
て
、
本
稿
で
は
、
安
井
息
軒
の
考
證
學
の
特
質
を
朙
ら
か
に
す
る
こ
と
を
主

旨
に
し
た
た
め
、
専
ら
目
次
構
成
や
文
字
校
勘
と
い
う
表
層
面
の
分
析
に
と
ど
ま

り
、
そ
れ
を
も
た
ら
し
た
學
術
的
背
景
や
政
治
的
狀
況
、
そ
し
て
息
軒
の
思
想
そ

の
も
の
の
檢
討
は
充
分
に
で
き
な
か
っ
た
。
將
來
の
課
題
と
し
た
い
。

最
後
に
、『
書
說

要
』
の
意
義
を
も
う
一
つ
だ
け
擧
げ
て
結
び
に
代
え
た
い
。

こ
れ
ま
で
、
日
本
で
初
め
て
僞
古
文
を
除
い
て
今
文
『
尙
書
』
二
十
八
篇
の
み
を

出
版
し
た
の
は
、
一
九
六
四
年
の
加

常
賢
『
眞
古
文
尙
書
集
釋
』
で
あ
る
と
さ

れ
て
き
た）

（（
（

。
し
か
し
、
日
本
初
と
い
う
榮
譽
は
一
九
二
五
年
に
崇
文
叢
書
よ
り
出

版
さ
れ
た
安
井
息
軒
『
書
說

要
』
に
歸
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

㊟
（
１
）　
町
田
三
郞
「
日
本
の
考
證
學
の
特
色
に
つ
い
て
」『
淸
代
經
學
國
際
硏
討
會
論
文

集
』（
臺
灣
）
中
央
硏
究
院
中
國
文
哲
硏
究
所
・
一
九
九
四
年
。
附
　連
淸
吉
譯
「
關



日
本
中
國
學
會
報
　
第
六
十
八
集

一
八
〇

於
日
本
考
據
學
的
特
色
」。

（
２
）　
町
田
三
郞
『
江
戶
の
漢
學
者
た
ち
』（
硏
文
出
版
・
一
九
九
八
年
）。
連
淸
吉
『
日

本
江
戶
時
代
的
考
證
學
家
及
其
學
問
』（
臺
灣
學
生
書
局
・
一
九
九
八
年
）。
金

懿

「
安
井
息
軒
の
經
典
㊟
釋
法
に
つ
い
て
／
『
論
語
集
說
』
を
中
心
に
」『
中
國
哲
學
論

集
』
二
五
・
一
九
九
九
年
。

（
３
）　
町
田
㊟
④
こ
の
項
、
主
と
し
て
金
谷
治
「
日
本
考
證
學
派
の
成
立―

大
田
錦
城
を

中
心
と
し
て―
」
に
據
る
。

（
４
）　
柏
崎
順
子
「
安
永
・
天
朙
朞
の
吉
田
篁
墩
（
一
）」『
一
橋
論
叢
』
一
二
二
（
三
）・

一
九
九
九
年
。

（
５
）　
高
橋
歬
揭
論
文
に
よ
れ
ば
、
初
稿
本
は
「
校
定
の
途
次
に
あ
る
」
が
、
再
訂
本
は

「
初
稿
の
訂
正
が
ほ
ぼ
き
れ
い
に
整
理
さ
れ
た
整
然
と
し
た
寫
本
で
あ
る
」。

（
６
）　
足
利
古
本
は
「
用
」
を
「
由
」
に
作
る
。

（
７
）　「
民
用
」
足
利
古
本
は
「
民
由
」
に
作
る
。

（
８
）　
諸
本
　誤
倒
せ
り
。
足
利
古
本
「
無
老
侮
老
成
人
」
に
作
り
、
亦
た
一
「
老
」
字

を
衍
す
。
今
　唐
石
經
に
從
ふ
。

（
９
）　
足
利
古
本
に
「
汝
兦
老
侮
老
成
人
」
と
。
此
れ

し
既
に
「
侮
老
」
に
誤
り
て
の

後
に
、

た
訂
し
て
「
老
」
字
を
「
侮
」
字
の
上
に
增
す
。

（
10
）　
足
利
古
本
は
「
肆
哉
」
を
「
肆
吿
我
」
に
作
る
。『
傳
』
に
「
故
に
以
て
諸
侯
及

び
臣
下
に
事
を
御
治
す
る
を
吿
ぐ
」
と
云
ふ
は
、
故
よ
り
「
肆
」
を
釋
せ
ば
、
則

ち
「
吿
」
字
は
自
然
と
經
文
に
揭
せ
ら
る
。
朙
ら
か
に
經
文
は
「
肆
吿
哉
」
に
作
る
。

其
の
「
肆
吿
我
」
に
作
る
は
、「
哉
」「
我
」
字
形
相
ひ
涉
わ
る
が
故
に
輾
轉
し
て
相

ひ
譌
り
、
遂
ひ
に
「
我
」
字
を
衍
す
る
の
み
。

（
11
）　「
肆
哉
」、
山
井
鼎
は
「
足
利
古
本
「
肆
吿
我
」
に
作
る
」
と
說
く
。

（
12
）　
衡
　謂
ら
く
、（
中
略
）
古
本
は
「
今
」
の
下
に
「
治
」
字
㊒
り
。
疑
ふ
ら
く
は
傳

文
に
據
り
て
妄
り
に
之
を
增
す
な
ら
ん
。

（
13
）　（
歬
略
）
山
井
鼎
云
ふ
、
古
本
は
「
比
介
」
を
「
比
邇
」
に
作
る
。「
邇
」
は

ち

「
邇
」
字
な
り
。
傳
文
を
考
す
る
に
「
比
介
」
を
「
比
近
」
に
訓
め
ば
、
恐
ら
く
は

經
文
は
「
比
邇
」
に
作
る
を
是
と
爲
す
。
衡
　謂
ら
く
、
古
本
と
は

ち
『
足
利
學

古
寫
本
』
な
り
。
隋
世
よ
り
傳
は
り
し
者
に
て
，
閒
（
ま
ま
）
と
し
て
訛
り
㊒
る
と

雖
も
得
る
所
　尤
（
は
な
は
）
だ
多
し
。
此
も
亦
た
當
に
「
邇
」
に
作
る
を
以
て
正

と
爲
す
べ
し
。

（
14
）　
日
本
の
山
井
鼎
云
ふ
、
足
利
古
本
は
「
介
」
を
「
邇
」
に
作
る
と
。
玉
裁
　案
ず

る
に
孔
傳
は
凢
て
「
介
」
を
皆
な
「
大
」
に
訓
め
ば
，
應
に
此
れ
獨
り
「
近
」
に
訓

む
べ
か
ら
ず
。
疑
ら
く
は
本
「
邇
」
に
作
り
て
「
介
」
字
の
誤
に
譌
る
な
り
。「
邇
」

は
古
文
「
邇
」、
義
雲

《
汗

》
に
見
ゆ
。

（
15
）　
足
利
古
本
は
「
其
徃
」
の
上
に
「
愼
」
字
㊒
り
。『
後
漢
書
・
爰
延
傳
』
李
㊟
に

云
ふ
「『
尙
書
』
に
周
公
　成
王
を
戒
め
て
曰
く
、「
孺
子
其
朋
、
孺
子
其
朋
、
愼
其

徃
」」
と
。
亦
た
「
愼
」
字
㊒
り
。
文
義
を
推
せ
ば
、「
愼
」
字
㊒
る
は
尤
も
穩
た
り
、

今
　之
に
從
ふ
。

（
16
）　『
後
漢
書
・
爰
延
傳
』
に
「
延
　事
を
上
封
し
て
曰
く
、「
臣
之
を
聞
け
り
、
帝
の

左
右
の
者
は
政
德
を
咨
す
所
以
な
り
と
。
故
に
周
公
成
王
を
戒
め
て
曰
く
、「
其

朋
其
朋
、
言
愼
所
與
也
」」」
と
。
李
㊟
に
「『
尙
書
』
に
周
公
成
王
を
戒
め
て
曰
く
、

「
孺
子
其
朋
、
孺
子
其
朋
、
愼
其
徃
」」
と
。
今
本
を
校
す
る
に
「
愼
」
字
多
し
。
足

利
古
本
も
此
と
同
じ
。
疑
ふ
ら
く
は
妄
り
に
增
す
な
り
。

（
17
）　「

」、
今
本
は
多
く
「
既
」
に
作
る
。
足
利
古
本
、
唐
石
經
及
び

本
は
誤
ら
ず
。

今
　之
に
從
ふ
。

（
18
）　「

」、
各
本
誤
り
て
「
既
」
に
作
る
。
今
訂
正
す
。（
中
略
）
日
本
の
山
井
鼎
『
七

經
攷
文
』
は
彼
の
土
の
古
本
に
據
り
て
亦
た
「

」
に
爲
る
。

（
19
）　
此
の
「
云
然
」
及
び
上
文
の
「
云
然
」
の
「
云
」、
足
利
古
本
は
「
員
」
に
作
る
。

「
員
」「
云
」
通
ず
。
姑
く
今
本
に
依
る
。

（
20
）　
山
井
鼎
『
孟
子
七
經
攷
文
』「
比
介
于
我
㊒
周
御
事
」：「
介
」
は
「
邇
」
に
作
る
。

謹
ん
で
按
ず
る
に
「
邇
」
は

ち
「
邇
」
字
な
り
。
傳
文
を
考
す
る
に
「
比
介
」
を



安
井
息
軒
『
書
說

要
』
考

一
八
一

「
比
近
」
に
解
す
れ
ば
、
恐
ら
く
は
經
文
は
「
比
邇
」
に
作
る
を
是
と
爲
す
。「
介
」

に
「
近
」
の
義
　無
く
ん
ば
、
朙
ら
か
に
「
比
近
」
と
云
ふ
は
「
比
介
」
を
解
す
る

に
非
ず
。

し
古
へ
「
邇
」
に
作
り
て
後
、
字
畫
蝕
滅
し
て
誤
り
て
「
介
」
字
に
作

り
、
遂
ひ
に
其
の
誤
を
承

し
て
改
む
る
無
か
ら
ん
か
。
疑
ふ
べ
し
。（「
介
」
作

「
邇
」。
謹
按
「
邇
」

「
邇
」
字
。
考
傳
文
「
比
介
」
解
「
比
近
」、
恐
經
文
作
「
比

邇
」
爲
是
。「
介
」
無
「
近
」
之
義
、
朙
云
「
比
近
」
者
非
解
「
比
介
」。

古
作

「
邇
」
後
、
字
畫
蝕
滅
誤
作
「
介
」
字
、
遂
承

其
誤
無
改
歟
。
可
疑
。）

（
21
）　
段
玉
裁
は
阮
元
『
十
三
經
㊟
疏
校
勘
記
』
の
校
訂
を
擔
當
し
た
。
阮
元
『
尙
書
㊟

疏
校
勘
記
』
は
引
據
各
本
目
錄
で
足
利
古
本
を
擧
げ
、「『
物

序
』
は
以
て
唐
以
歬

の
物
と
爲
す
。
其
の
經
皆
な
古
文
な
れ
ど
、
然
も
字
體
太
だ
奇
に
し
て
、
閒
と
し
て

俗
體
を
參
う
れ
ば
、
多
く
信
ず
る
に
足
ら
ず
」（『
物

序
』
以
爲
唐
以
歬
物
。
其
經

皆
古
文
、
然
字
體
太
奇
、
閒
參
俗
體
、
多
不
足
信
」）
と
說
朙
す
る
。

（
22
）　
加

常
賢
は
『
眞
古
文
尙
書
集
釋
』（
朙
治
書
院
・
一
九
六
四
年
）
の
「
例
言
」

で
「
眞
古
文
二
十
八
篇
だ
け
に
限
つ
た
理
由
は
、
歬
に
も
述
べ
た
が
、
こ
の
種
の

書
は
中
國
で
は
既
に
出
版
さ
れ
て
ゐ
る
が
、
吾
が
國
で
は
こ
の
書
を
以
つ
て
始
め
と

す
る
」
と
い
う
。
ま
た
本
書
が
新
釋
漢
文
大
系
『
書
經
（
上
）』（
朙
治
書
院
・
一
九

八
三
年
）
と
し
て
再
出
版
さ
れ
た
際
、
宇
野
精
一
も
「
解
說
」
で
次
の
よ
う
に
言
う
。

「
こ
れ
は
我
が
國
に
お
い
て
、
古
い
諸
篇
だ
け
を
獨
立
の
書
物
と
し
て
出
版
し
た
最

初
の
も
の
で
あ
り
、
加

博
士
の
心
血
を
㊟
が
れ
た
成
果
で
あ
る
か
ら
、
特
に
こ
の

大
系
本
の
一
册
と
し
て

め
た
の
で
あ
る
」。

［
付
記
］
本
稿
は
、中

民
國
（
臺
灣
）
科

專
題
硏
究
計
畫
補
助
費
（M

O
ST�

104-2410-H
-232-001�-

）
を
受
け
、「
東
ア
ジ
ア
漢
學
者
の
會
」

（
二
〇
一
六
年
一
⺼
九
日
）
で
の
硏
究
發
表
を
經
て
執
筆
さ
れ
た
。

　
　
　
謝
　
辭

　
貴
重
な
ご
意
見
を
く
だ
さ
っ
た
査
讀
委
員
な
ら
び
に
論
文
審
査
委
員
、
編
集
局

の
先
生
方
に
御
禮
申
し
上
げ
る
。
ま
た
本
稿
執
筆
に
際
し
て
、「
宮
崎
市
き
よ
た

け
歷
史
館
」
學

員
（
當
時
）
で
鹿
兒
島
大
學
非
常
勤
講
師
の
新
名
一
仁
先
生
に

は
一
方
な
ら
ぬ
ご
盡
力
を
た
ま
わ
っ
た
。
特
に
こ
こ
に
記
し
て
謝
意
を
表
す
。




